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　 新 東 工 大 生 の 皆 さ ん 、 ご 入 学 ૾ め で と う ご ざ い ま

す 。 早 速 で す ଀ 、 皆 さ ん は 大 学 で ど の 分 野 で 学 問 に 取

り 組 み た い と 考 え て い る で し ょ う ૿ 。 東 工 大 で は 2 年

次 ૿ ら 系 に 所 属 し 、 3 年 ま た は 4 年 次 ૿ ら 研 究 室 で 自

ら の 課 題 を 策 定 し 研 究 を 行 う こ と に な っ て い ま す 。 例

年 、 多 く の 学 生 ଀ 系 へ の 所 属 ・ 研 究 室 へ の 配 属 に 高 い

関 心 を 持 っ て い る よ う に 見 受 け ら れ ま す 。 「 ど の 分 野

に 進 む ૿ 」 「 博 士 後 期 課 程 と 就 職 の ど ち ら の 道 に 進 む

૿ 」 な ど 、 皆 さ ん も こ れ ૿ ら 自 ら の 進 路 を 見 つ め て 選

択 し な け れ ば な ら な い 場 面 に 直 面 す る こ と ଀ 多 々 あ る

と 思 い ま す 。

　 そ こ で 、 進 路 の 選 択 に 役 立 つ 情 報 を 提 供 で ଁ れ ば と

考 え 、 様 々 な 分 野 で 活 躍 さ れ て い る 東 工 大 の 先 生 方

に 、 学 生 時 代 ど の よ う に 進 路 や 研 究 テ ー マ を 決 め た ૿

を テ ー マ に イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、 そ の 内 容 を ま と め ま

し た 。 進 路 に 悩 む 学 生 だ け で な く 、 入 学 時 に 既 に 目 指

す 場 所 を 決 め て い る 学 生 に と っ て も 、 研 究 者 と し て 活

躍 す る 先 生 の 人 生 経 験 は 、 今 後 の 人 生 の 大 事 な 選 択 に

૾ い て 自 分 の 背 中 を 押 し て く れ る と 思 い ま す 。



自信をもって進路を選

択したとしても、後悔

するとଁはくる。「隣

の芝生はいつも青い」

と考えたほう଀良い。

 

 

益一哉学長

pp.5-8

早いうちに自分のやり

たいことを決めて、深

掘させよう！30歳ま

では、やりたいことを

自由にやろう。

 

 

井村順一副学長

pp.9-13

研究室を決める際は、

興味も大事だ଀、肌に

合う૿どう૿も非常に

大事。また、仲間と将

来について話したこと

は刺激になった。

 

佐藤勲副学長

pp.14-18

1年生のとଁに魅力的

な先生と出会い、研究

室を決めました。研究

室は最低10カ所は訪

問して、信頼でଁる先

生に出会૾う。

 

科学技術創成研究院長

久堀徹教授

pp.19-23

「この分野は絶対に他

の人に負けない」スキ

ルをもったマニアな大

学生になってほしい。

研究は幅଀あること଀

大事。

 

理学院化学系

野上健治教授

pp.28-31

幼少期病弱だったこと

଀ଁっ૿けで、創薬の

道に進みました。自分

の専門以外の分野も、

積極的に触れてみると

将来役に立ちます。

 

生命理工学院長

近藤科江教授

pp.24-27



現役の東工大生に聞いた

「私は進路をこうして決めた」
アンケート

先生方に行った質問を、現役東工大生の学修コンシェルジュJr.（ジュニア）15名に
も尋ねてみました。所属する系や研究室を決めた時期、その決定の際にしておいて
よかったことといった感想など、東工大の先輩学生のリアルな体験をぜひ参考にし
てみてください。
（集計:2022/01/06~2022/01/12）

入学以前に決めた人଀大半でした
଀、1年を通してもう一度進路を検
討する機会଀あっても良い૿もし
れません。「入学以前の興味で系
に所属しました଀、今思うと可能
性を広げて考えれば良૿った」と
いう意見もありました。

Q1　所属する系はいつ決めましたか？

少数な଀ら、入学後に専門分野を
新たに選択した人もいます。進路
を見つめ直し、自身の関心や問題
意識଀さらに明確になると良いで
すね。学士課程1年目のうちに、
「自身との対話」を意識しな଀ら
進む道を見つめていଁましょう。

Q2　その系に決めた理由は何ですか？



Q5　系・研究室選択時に、してみて良૿ったことや

後悔していることはあります૿？

決定の要因は学生により様々でし
た。「研究室に所属してみると、
研究室のスタイルも重要だ଀、や
はり研究内容଀最重要だと感じ
た」という意見もありました。選
択をする前に考える材料をたくさ
ん集めて૾ଁましょう。

Q3　所属する研究室を決定した最大の要因は何です૿？

Q4　所属する研究室は何を参考にして決めました૿？

研究室決定に૾ける最大の決め手
はやはり研究室訪問という学生଀
大半でした。一方、「大学の授業
で担当教員の授業の面白さに惹૿
れ入ることにしました」という意
見もありました。その他にも、考
える機会はたくさんあると思いま
す。

「パンフレットやHP૿ら系の先生の研究室を探

しまくり、興味のある研究室଀多い系にしまし

た。」

（融合理工学系・学士２年）

「所属している学院でし૿、系を考えていな૿

ったので、もっと広い視野を持っていても良૿

ったと思いました。」

（材料系・学士３年）

「研究室訪問は必須だと思います。特にコアタイ

ムの有無は就活にも大ଁく影響するので確認して

૾くべଁだと感じました。」

（機械系・修士2年）

「1日だけの訪問で知れる情報には限り଀あるので、

数૿月間研究室に所属でଁる制度（生命理工学ゼ

ミ）を利用すればよ૿ったと思いました。」

（生命理工学系・学士３年）



 学⽣時代の研究 

 ー現在または過去に⾏った研究内容を 
 教えてください。特に学部⽣の頃の研 
 究の話や⾃分が好きだった研究、代表 
 的な研究、反響が⼤きかった研究、⼀ 
 番引⽤された研究などを教えてくださ 
 い。 

  僕はエレクトロニクス系で半導体の 
 研究をしていた。学⽣の頃は主に半導 
 体の物性の研究をしており、博⼠課程 
 が終わって東北⼤に⾏ってから、シリ 
 コン集積回路のための材料・プロセ 
 ス・デバイスの研究や回路技術の研究 
 をした。携わった研究はどれも⾯⽩ 
 かった。学⽣時代の研究で特に印象に 
 残っているのは、⾃分で⾯⽩い材料を 
 考えて、その化合物の結晶成⻑  を研 1

 究したことかな。最初、先⽣は「駄 
 ⽬」とも⾔わなかったけれども、 
 「やって良いよ」とも⾔ってくれな 
 かった。その時偶然、学会などの良く 
 会っていた榊裕之先⽣  に話したとこ 2

 ろ「⾯⽩そうですね。やってみてはど 
 うですか。」と背中を押された。そこ 
 で研究室の後輩に「⼀緒にやらな 
 い︖」と声を掛けて、「やろう、やろ 
 う。⾯⽩いかもしれないね。」と⾔い 
 合って始めた。結果が出て、論⽂を徹 
 夜で書き上げて、早朝に先⽣に⾒せ 
 て、急いで⼤磯で開催されていた国際 
 会議に⾶び込んで提出し、次の⽇に採 
 択が決まって、さらに翌⽇発表  し 3

 た。そのときは、「俺って、やればで 
 きるかも」と思った。東北⼤に就職し 
 たので、この材料についての研究は続 

 3  Late News PaperあるいはPost 
 Deadline Paperと呼ばれる論⽂。 

 2  当  時東京⼤学助教授。昨年まで豊⽥ 
 ⼯⼤学⻑。 

 1  脚注︓（AlGaIn)Asという4元化合物 
 半導体の可能性を考えて、実際に結晶 
 成⻑して、その基本的な物性を明らか 
 にした。 

 けなかったけれども、20年後ぐらい 
 にその材料を使っていろいろなレーザ 
 の開発がされていたことを知り、「先 
 ⾒の明があったかな」と。学⽣として 
 は良いところに⽬を付けたという思い 
 はある。 

 研究プロジェクトを考える 

  ⻑く研究に携わっていると、全てを 
 ⾃分だけでやっているわけではない。 
 ただ、何を⽬指して、どういう研究 
 を、どういうプロジェクトで⾏うべき 
 かということが常に頭を巡っている。 
 学⽣から⾒ると「教授になったら、実 
 験はやってない」ように映るかもしれ 
 ない。若い准教授の先⽣であれば⾃分 
 で⼿を動かしたりしているけど、教授 
 はふだん何もしてないように⾒えるか 
 もしれない。では教授は  何をやってい 
 るかというと、今の研究や次の研究 
 を、どうやって進めようかと⽇々悶々 
 と考えている。私の場合、⾃信を持っ 
 て⾔えるのは、⾃分の研究プロポーザ 
 ルは徹夜してでも最終的には⾃分で書 
 いたことかな。いつも提出がギリギリ 
 だったので、事務の⽅には迷惑を掛け 
 たことをお詫びしたい気持ちで⼀杯で 
 す  （  ̂ ^;;  ）。  例  え  ば、  私  の  直  近  の  プ  ロ 
 ジェクト  は、加速度センサの感度を 4

 従来のスマホに⼊っているセンサより 
 も３桁良くしようという研究。これは 
 研究テーマそのものも⾃信作なのだけ 
 れども、重要なところは、新しい材料 
 の開発や、⾃分の研究室で得意なデバ 
 イス､回路、システム化のみならず、 

 4  超⾼感度加速度センサの開発とその 
 応⽤（ パーキンソン病の早期診 
 断）。⾦（Gold）という今まで使え 
 ると思っていなかった材料を加速度セ 
 ンサの錘に利⽤して、センサと回路を 
 ⼀体化した世界でもっとも⾼感度な 
 MEMS-CMOS集積回路を開発し、⾼ 
 感度ならではの特徴を⽣かした応⽤と 
 してのパーキンソン病の早期診断を可 
 能としている。 

 それを使って⾼感度になって何ができ 
 るかというところまで研究プロジェク 
 トとしてまとめたこと。加速度センサ 
 の⾼感度化が重要だということを⽰す 
 ために、異分野融合プロジェクトとし 
 て進めた。分野の異なる先⽣⽅と⼼を 
 ひとつにして取り組んだことは研究者 
 としての誇りでもある。多くの異なる 
 分野の⼈と材料の基礎から応⽤までを 
 きちんとやったという意味では⾃信作 
 かな。 

 研究テーマを決める 

 ーありがとうございます。テーマを決 
 めるのが楽しいというのがよく伝わり 
 ました。そこで、テーマはどのように 
 して決めていましたか︖ 

  美しく⾔えば、独創的な研究とか独 
 創的なアイデアは、無から有を⽣むも 
 のであると⾔われる。何もないところ 
 から何かが産まれてくるような研究と 
 いうことになる。しかし、世の中そん 
 なに⽢くない。やはり、どこかにきっ 
 かけは必要。全てとは⾔わないけれど 
 も、「習うより慣れろ」は⼤事。研究 
 室配属とか、進路の選択のポイントは 
 いろいろあるけれど、まずは何かやっ 
 てみないと始まらない。やってみて、 
 今やっていることは本当に⾃分にとっ 
 て⾯⽩いのかとか、本当に将来何か役 
 に⽴ちそうなのかとか、単に興味だけ 
 なのかを考え続けないといけない。そ 
 れと、⾊々な⼈と話していると、 
 「あっ、こんなのあるよね」って話に 
 なって、⾃分の頭の中と重なって新し 
 いテーマが出たりする。だから「どう 
 いうときに研究のテーマが出てくるの 
 ですか︖」と⾔われても、⽇々考えて 
 いる中から、⾃分の置かれている環境 
 や「外」の⼈とのインタラクションと 
 か、「外」のいろいろな動きとかを⾒ 
 て、考えることになる。最後は、直感 
 とか、割り切りとか、（誤解されると 
 困るけれども）諦め。⼀⾔で説明する 
 のは難しい。 
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 東⼯⼤進学 

 ーなぜ東⼯⼤に進学されたのかを教え 
 てください。 

  僕は⾼専にいたので、⼤学3年から 
 東⼯⼤に⼊った。⾼専は⾼校とプラス 
 ２年だから、３年⽣でやめて⼤学進学 
 する選択肢もあったけれど、⼊ったか 
 らには最後までやってみようと思って 
 いた。でも勉強していると、もう 
 ちょっと勉強してみると⾯⽩いかもと 
 思った。当時、４０年以上も前だけ 
 ど、⾼専から編⼊できる⼤学を探した 
 けどあまりなかった。兵庫県にいたの 
 で当然ながら近くの京都⼤、⼤阪⼤、 
 神⼾⼤学に⾏けたらいいよねって思い 
 問い合わせた。「編⼊試験はやってな 
 い」と素っ気なく断られた。いくつか 
 編⼊試験をやっていた⼤学はあったけ 
 れども、これはと思えるのは東⼯⼤と 
 東北⼤学。「俺は、この２校とも絶対 
 に受けるぞっ」と思って受けた。何 
 故、東⼯⼤に編⼊したかというと、東 
 ⼯⼤の試験⽇程が東北⼤より早くて合 
 格したから(笑)。東⼯⼤の前に他⼤学 
 も合格していたこともあり、もう受け 
 るなとも⾔われた  。ただ、⼯業系、 5

 理⼯系にいると、東⼯⼤って⽇本⼀の 
 理⼯系の⼤学だって知っていたし、憧 
 れていたのは間違いない。中学校のク 
 ラブ  のものすごく優秀な先輩が東⼯ 6

 6  吹奏楽部に所属。正直⾔うと、⾳楽の才 
 能のなさを痛感。しかし、楽譜は読めるよ 

 5  東⼯⼤に合格したので東北⼤は受験して 
 いない。東北⼤にも憧れがあったので、博 
 ⼠修了後に東北⼤に職を得たときは⼤変嬉 
 しかった。 

 ⼤に⼊っていて、その話を聞いていた 
 こともあって憧れていた。 

 ⼊学時の研究室志望 

 ーありがとうございます。益学⻑は東 
 ⼯⼤を受けるときに、試験⽇程が早 
 かったという他に、「この研究室に⼊ 
 りたい」という思いはあったのでしょ 
 うか。 

  受験するときはなかった。その頃は 
 今ほど情報が得られなくて、⼤学案内 
 の本に東⼯⼤の紹介があって、その中 
 に学部の名前が書いてあって、教授の 
 名前がずらずらって出るぐらいのもの 
 しかなかった。1973年に江崎玲於奈 
 先⽣がノーベル賞を受賞したこともあ 
 り、ぼんやりと半導体の研究をやりた 
 いなぁと思っていたかな。ただ、具体 
 的にどの先⽣の研究室にというところ 
 までは考えていなかった。卒業研究か 
 ら博⼠まで指導教員は⾼橋清先⽣ 7
 だったけれども、⾼橋研に興味を持っ 
 たのは東⼯⼤に⼊ってから。 

 半導体の勉強 

 ー⼤学1年⽬のときはどのように過ご 
 されましたか。サークル・部活動、⾃ 
 主的な学習が系所属に与えた影響や、 
 部活が研究に活かされた経験などはあ 
 るでしょうか。 

 7  東⼯⼤名誉教授。益学⻑は学⼠4年に⾼ 
 橋研に配属され、博⼠課程まで修了した。 

 うになり、クラッシック⾳楽を好んで聴く 
 ようにはなった。その先輩は東⼯⼤でも 
 オーケストラに所属していた。 

  ３年⽣に編⼊して⾊々な分野の授業 
 を受けた。さっきも話したけれども、 
 その時半導体の勉強をしたいとぼんや 
 りと思っていた。多少は理解できるだ 
 ろうと思って⾼橋清先⽣の「電気物 
 性」の講義を受けた。この講義は２年 
 ⽣の後期から３年⽣の前期までまたが 
 る講義で、他の学⽣は半年前から受講 
 していて僕は途中から受けたから、初 
 ⽇の講義は全くわからなかった。⽤語 
 等は少々分かっていたけど、中⾝が全 
 然わからなくてついていけなかった。 
 癪に障るぐらいわからなかったから 
 「これはまずい」と思って、夏休みは 
 朝から晩まで半導体を勉強した。その 
 とき半導体に関してはすごく勉強した 
 つもりであるけれども、この分野の研 
 究者となって振り返ってみると、表⾯ 
 をさらっとなめただけに過ぎなかった 
 程度。プロの研究者となって、⾊々な 
 ことにチャレンジしてわかったことだ 
 けれども、物ごとを解るというのは、 
 学⽣のときに思うよりも、もの凄く奥 
 が深い。このことは学⽣の皆さんには 
 伝えたい。 

 基礎の重要性 

  実は２０年ぐらい前に頼まれて、こ 
 こ１年でやっと書き上げた半導体に関 
 する教科書  がある。この本のあとが 8

 きに「⼤学の教員は毎年同じ内容を教 
 える。それは常に基礎に帰ることであ 
 り、基礎に何度も⽴ち返ることが新し 
 い発想の原点である  。」と書いた。 9

 9  これは、恩師の⼀⼈である⼤⾒忠弘先⽣ 

 8  益 ⼀哉、天川修平著「電⼦物性とデバ 
 イス」（電⼦情報通信レクチャーシリーズ 
 A-9）2020年11⽉発刊予定 
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 何かを極めようと思うと基礎に⽴ち 
 戻って何度も何度もやるということは 
 重要だと強調したい。 

 失敗経験と⼼残り 

 ー⼤学在学中にした、失敗経験などが 
 あれば教えていただけますか。 

  いい質問だと思いますが、個⼈的に 
 は「失敗経験」というのはあまり好き 
 じゃない。何故なら嫌なことは思い出 
 したくないのが⼈間だから。失敗って 
 ⾔われたら、実験も失敗したし、装置 
 も壊した。でも…失敗経験は無いと⾔ 
 い聞かせている。失敗したことを糧に 
 苦労して成功する、と云う話は美しい 
 けれどもあまり好きではない。 
  ただ、⼼残りは⼭とある。「やりた 
 かったけれどもできなかった」とか、 
 「もっとこういうことをやれば良かっ 
 た」等々。例えば、⻑期の留学に⾏け 
 ば良かったと思う。私が学⽣の時は、 
 留学する⼈も今よりずっと少なかった 
 ので難しかったという事情はある。助 
 ⼿の時は⾃分から⾔い出せなかった 
 し、中々そういうチャンスも巡ってこ 
 なかったというのは⼼残り。その他に 
 も、中途半端に終わったプロジェクト 
 や実験のアイデアも⼭ほどある。アイ 
 デアを出すまではいいけど、そこから 
 ⼀歩進めることが出来なくて、悶々と 
 していつの間にか他のことが忙しく 
 なってそれっきり。例えば、90年代 
 に携帯電話が出てきた頃、当時の携帯 
 は特定のキャリア、あるいは周波数で 
 しか利⽤できない。「そのうちいろい 
 ろな規格が出てくるから、複数の規格 
 で利⽤出来ることを特徴とした携帯電 
 話って、どうなるのか考えると⾯⽩い 
 よね」という話になって、「そりゃ⾯ 
 ⽩い。どのようなアプローチがあるの 
 か特許を含めてアイデア出ししよう」 
 とそこまでは良かった。そのときに、 
 技術要素について、ほんの少しの提案 
 をすれば第⼀歩を踏み出せたのだけれ 
 ども、まだ先のことだし、どうしよう 
 と思って悶々として、ほったらかしに 
 なってしまった。例えば、アンテナは 
 共通にするとか、アンプのところまで 
 を共通にするとか、デジタル部を共通 
 にするとか、⾊々な議論をしていれば 
 ⼤きな研究に繋がったように思うし、 
 上⼿く⾏けば⼤儲けできたかもしれな 
 い。だから⼼残りはアイデアを出して 
 議論しても、中途半端にほったらかし 
 にしてそのままにしてしまったこと、 
 何か考えが思いついても先に進めな 
 かったことが沢⼭ある。その理由は⾃ 
 分ひとりで閉じこもって考えてしまう 
 からなんだよね。⼈と話してみればい 
 いんだよ。そうしたらもっとアイデア 
 を持っている⼈がいる。今思えば⼈に 

 （東⼯⼤卒、東北⼤名誉教授）が常⽇頃 
 語っていた⾔葉。 

 話して相談して進めればよかったこと 
 は沢⼭ある。アイデアというのは沢⼭ 
 出てくるわけだから、常に⼈に話すこ 
 とを意識しておかないと⼼残りになる 
 ように思う。 

 隣の芝⽣は⻘い 
   
  失敗をしたとか選択を悩んだときに 
 は、⾃分が選んだことについてはしょ 
 うがないし、諦める。「⾃分の判断が 
 ⼀番正しい」と割り切るしかないと思 
 う。でも正直⾔うと、隣の芝⽣ってい 
 つも⻘いんだよね。たとえば東⼯⼤に 
 ⼊ったときは無理して東北⼤を受験し 
 ていればと思ったし、東北⼤で助⼿に 
 なったときは無理にでも東⼯⼤に残し 
 て貰って研究していればと思った。そ 
 う思うのは当たり前。隣の芝⽣はいつ 
 も⻘い。今の⾃分がベストなのだと思 
 い続けないと、やっていけないと思う 
 よ（笑）。だから僕はいろんな⼈に 
 「隣の芝⽣はいつも⻘い」といつも 
 ⾔っている。 

 研究室訪問 

 ー当時、どのように学科や研究室を決 
 めましたか。なぜ電⼦物理⼯学科に進 
 まれたのでしょうか。 

  東⼯⼤に編⼊して、半導体を勉強し 
 ようと思ったとき、半導体の先⽣って 
 どのような先⽣がいるのかを調べた。 
 卒研配属のときに第１希望として出し 
 たのが⾼橋先⽣。当時どうやって卒研 
 の配属が決まったのかは分からないけ 
 れど、たまたま第⼀希望に決まっただ 
 けなんだ…(笑) 申し訳ないけれど 
 (笑) 

 ー⾼橋先⽣の研究室を選んだのは講義 
 を受けたからだったのですか。 

  講義を受けたからという理由もある 
 けれど、3年⽣に編⼊して講義を受け 
 て、どう半導体を勉強しようかと思っ 
 たときに、⾼橋先⽣の研究室を尋ね 
 た。そのときに⾼橋先⽣が「よかった 
 ら研究室⾒ていく︖」と⾔って⾒せて 
 くれた。そのときに⾒た 
 MBE(Molecular  Beam  Epitaxy)  装  置。 
 とにかくカッコ良かった。それに惹か 
 れて第１希望に出した。やはり⾒に 
 ⾏って、⾼橋先⽣と直接話して、研究 
 室も⾒たことがきっかけになった。 

 ー今はやはり（新型コロナウイルスの 
 関係で）研究室を直接⾒られないの 
 で、そこをどうにかしたいなっていう 
 のはありますね。 

 今、研究室訪問したいと⾔っても駄⽬ 
 かぁ。先⽣の⽅が来るなと⾔うかも 
 ねぇ。 

 ーそうですね。 

  普段だったら⾏きたいと⾔ったら、 
 先⽣はすぐ来ていいよと⾔うんだけれ 
 ど、今ちょっと無理だね。今、⼀緒に 
 松下先⽣  がいるけど、各系で学⼠課 10

 程低学年向けの研究室紹介ってやって 
 るの︖ 

 松下先⽣︓私のいる材料系では研究室 
 によって内容は異なるけれどもZOOM 
 を使った研究紹介をやっています。教 
 員が研究内容を紹介したり、研究室内 
 の装置を⾒せたりしています。それ以 
 外にも学⽣たちの雑談の様⼦を映した 
 り、希望によっては⾒学学⽣がZOOM 
 経由でその雑談に参加したりするな 
 ど、⾊々な⾒せ⽅をしています。 

  なるほど、そういう機会を増やして 
 ⾏かないといけないかもしれないです 
 ね。 

 ー学⽣もそういう機会を積極的に活⽤ 
 するべきですよね。 

 松下先⽣︓そうですね。教員は⾒学を 
 希望するようなポジティブな学⽣に 
 は、きちっと時間を作ると思います。 
 学⽣と話すのが好きな教員は多いです 
 よ。 

 そうそう、好き好き(笑)。 

 ーではそういう機会を⽤意されてなく 
 ても、学⽣⾃ら先⽣にしっかりアタッ 
 クしてみるというのも、⼤事かもしれ 
 ませんね。 

 松下先⽣︓それもいいと思いますよ。 

 ー分かりました。ありがとうございま 
 す。 

 ⼤学の教員になった理由 

 ーなぜ⼤学教員になろうと思われたの 
 ですか。 

  昔ね、学校の先⽣になろうと思って 
 いた。美しく⾔えば、⼈に教えたり 
 語ったりすると⾃分の理解が深まって 
 「ああ、こういうことだ」と分かる喜 
 びがあることが１つの理由。やはり、 
 ⼈に⾃分の考えを伝えたいという思い 
 があったのが⼀番の理由かな。 

 加えて、博⼠の時、当然就職先に 
 ついて⾃分が将来何をしようかって考 
 える。そのときに職としては研究者を 
 やりたいと思った。もちろん⼀時、⽂ 
 系就職とかも考えたけれども、正直⽂ 
 系就職は違うと思った。技術者として 

 10   物質理⼯学院の松下伸広教授。学⻑特 
 別補佐としてアドバンスメントオフィスで 
 オフィス⻑補佐を務める。 
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 ⽣きるとしたら、当時の半導体の分野 
 では、会社の研究所に⼊るか、⼤学等 
 の研究機関で⽣きるかと云う選択にな 
 る。でも僕としては技術者・開発者と 
 いうより研究者になりたいと思った。 
 新たなことを⾃分で⽣み出したいなと 
 思ったときに、とにかく⾃分の好きな 
 ことができるだろうと思って⼤学を選 
 んだ。これが博⼠の学⽣のときに⼤学 
 の教員になろうと思った理由かな。 

 でも結果として⾔うと、好きなこ 
 とは、別に⼤学教員にならずに企業に 
 ⾏ってもできるから、⼤学だけと⾔う 
 のはおかしい。当時の僕は⼤学ならで 
 きるかもしれないと思った、と理解し 
 てほしい。正直あまり深く考えてな 
 かった（^^;;） 。 

 ⼤学の研究には社会的責任が伴うが… 

  研究でも何でも良いのだけれども、 
 今やっていることは本当に良いのだろ 
 うか、正しいのだろうかと深く考える 
 と、悩んでしまうのは確か。僕も今だ 
 から⾔えるのだけれども､きっかけと 
 して「⼤学の研究って好きなことでき 
 るよね」というだけで⼤学の研究者を 
 ⽬指すのはあまり良くない。結果とし 
 て、何をやったにせよ、⼤学の研究に 
 は社会的責任が伴う。⼤学での研究や 
 教員を⽬指そうとしている⼈は、研究 
 の社会的責任に関しては、⽬指す前、 
 ⽬指してから、実際になってから、 
 なって暫くしてから、いつの段階にな 
 るのかはわからないけれども、社会的 
 に責任を果たす必要があることを覚え 
 ておいて欲しい。ただ、難しいことを 
 ⾔う前に、⼤学教員になるにせよ、企 
 業に⾏くにせよ、最初はやってみたい 
 なと云う第⼀歩は重要ですね。 

 ーありがとうございます。当初から博 
 ⼠課程に⾏く決⼼があったと思います 
 が、この企業に⾏ったら楽しそうだな 
 というのはありましたか。 

  うん。あったよ。まずね、学部に 
 ⼊って、学部の4年⽣から研究の真似 
 事みたいなことをして、「修⼠くらい 
 は最低でも⾏かないと学べないな」と 
 思って修⼠に⾏った。それからM1に 
 なって「もうちょっとマジにやったほ 
 うがいいかな」と考えて、博⼠にも⾏ 
 こうと思った。親の反対  もあったけ 11

 れども、奨学⾦とバイトで何とかする 
 と⾔って進学した。博⼠課程で研究を 

 11  東⼯⼤に編⼊学して、修⼠に進学すると 
 いったときにやむなしと理解はしてくれた 
 が、博⼠に進学すると⾔ったときは両親の 
 思いとは違っていたようである。親の予想 
 を裏切って、博⼠課程の時に結婚したし、 
 さらに⾔えば就職は関⻄地⽅（⾃分も関⻄ 
 に戻りたかったが）と期待していたようだ 
 が仙台に就職した。好きな道を歩ませてく 
 れた両親に感謝している。 

 していると、産業界との接触も増え 
 た。学会に⾏ったり、企業から研究室 
 に研究員が来たり、企業に僕たちが 
 ⾏って測定装置を借りたりした。ひと 
 つ紹介すると、良く⾏ったのは⽇⽴中 
 央研究所（国分寺）。⼤学とは桁違い 
 のすごい装置が沢⼭あって、そこで基 
 礎的な研究をしている⼈と話すと、就 
 職先として企業もあるかなと思った。 
 ⾮常に悩んだ。でも結果として、当時 
 としては「⾃由なことをやりたい」と 
 いうことで⼤学の道を⽬指した。 

 どこの研究室も⼀流 

 ー先⽣が感じた東⼯⼤ならではの魅⼒ 
 を教えてください。特に学⻑になられ 
 てから感じられたことはありますか。 

  誤解を恐れずに⾔うと、研究者とい 
 う⼈種は「⾃分が世界で⼀番偉い」と 
 思っている。プロ野球とかプロの選 
 ⼿って、⾃分が世界⼀だと思ってない 
 と、⼀流になれないのと同じだと理解 
 してくれれば良い。もっとも、そのよ 
 うなことをあからさまに⼝に出さない 
 けどね。それはさておき、学⻑になっ 
 て、東⼯⼤の多くの先⽣を知ることに 
 なり、これまでは話すことがなかった 
 先⽣⽅とも話す機会も増えた。学⻑に 
 なって、改めて東⼯⼤の先⽣は極めて 
 優秀で、研究者としても素晴らしい 
 し、常に学⽣のことを考えていること 
 を知った。⼀⼈⼀⼈の先⽣が東⼯⼤を 
 ⽀えている。また、東⼯⼤の学⽣と接 
 すると、東⼯⼤の学⽣はとても優秀。 
 特に学⼠課程の学⽣さんと会って話を 
 すると、「⾊々な意味で、将来の可能 
 性を秘めているな」ということを強く 
 感じる。 

 ーありがとうございます。研究室や系 
 所属について悩みすぎるのも良くない 
 とおっしゃっていましたが、やはりど 
 この研究室でも優秀な教授の先⽣⽅が 
 たくさんいて、そういう意味では悩ん 
 でも⼀緒なんだなというのが伝わりま 
 した。 

  そう。あのね、そうなんだよ︕ も 
 ちろん希望したところに⾏ければ良い 
 けれども、そうじゃないこともある、 
 運悪く。でも、東⼯⼤のどこの研究室 
 に⾏っても、きちんとした研究をして 
 いる先⽣ばかりだし、極めてハイレベ 
 ルだよ。東⼯⼤にはそういう先⽣しか 
 いないと信じて問題ない。ただ、唯⼀ 
 問題があるとしたら、先⽣と反りが合 
 わないことがあるかもしれない。正直 
 ⾔うと、これはしょうがない。友達で 
 もそうだよね。友達でもみんながみん 
 な仲良くなれるかと云うとそうではな 
 いでしょう︖ でも研究の中⾝につい 
 ては、どこの研究室に配属されても、 
 あるいはどこの系に⾏っても絶対間違 
 いがないのが東⼯⼤。 

 興味があることで選ぼう 

 ーこれから系所属・研究室配属する学 
 ⽣に伝えたいことはありますか。 

  よほどの不具合が無ければ、まずは 
 ⾃分がこの系に⾏きたいと思ったとこ 
 ろを選べば良い。⾃分を信じて、まず 
 はそこを勉強してみようと思えば、そ 
 れで良い。東⼯⼤の中で選ぶのであれ 
 ば、絶対に⼤丈夫。それぐらい東⼯⼤ 
 は素晴らしい⼤学だし、素晴らしい先 
 ⽣がそれぞれの系・研究室にそろって 
 いる。それは⾃信を持って⾔える。 
 「あそこはブラックだ」、「ここは楽 
 そうだ」という基準で選ぶのだけはや 
 めて欲しい。⾃分がやりたいことで選 
 んで欲しい。すくなくとも「系」につ 
 いてはね。 

 次は研究室を選ぶ時だけど、是 
 ⾮、研究室の先⽣に⼀回は会ってから 
 決めたほうが良い。授業での先⽣と研 
 究者としての先⽣は全然違う。このこ 
 とはお伝えしたい。研究室⾒学のとき 
 に先⽣に会うとか、⾃分が興味ある分 
 野があったら直接その先⽣と会ってみ 
 る。今はコロナの関係でなかなか難し 
 いけれど、会って話して、研究室を⾒ 
 せてもらうのはすごく⼤事。そのとき 
 の⽅が先⽣としては素の姿だと思う。 
 講義のときの姿も⼤学教員としてのひ 
 とつの顔だけれども、それとは違う研 
 究者としての顔を持っている。それか 
 ら、運悪く、研究室⾒学のときに先⽣ 
 がいないこともある。その時は研究室 
 の学⽣と話してみると良い。研究室の 
 学⽣が⽣き⽣きと⾃分の研究が⾯⽩い 
 と語る研究室は間違いなく⾯⽩いと思 
 う。研究室の先輩や後輩って、⻑い⼈ 
 ⽣の中で意外にずっと付き合うことに 
 なるしね。 

 ー本⽇はお忙しい中ありがとうござい 
 ました。僕も系所属で悩んでいたので 
 すが、悩みすぎは良くないという⾔葉 
 が刺さって、多くの学⽣にもそういう 
 ⾔葉が刺さるのではないかと思いま 
 す。 
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 研究のコアと巡り合う 

 ー現在または過去に⾏った研究内容を 
 教えてください。特に学部⽣の頃の研 
 究の話や⾃分が好きだった研究、代表 
 的な研究、反響が⼤きかった研究、⼀ 
 番引⽤された研究などを教えてくださ 
 い。 

  専⾨分野は制御⼯学という分野で 
 す。代表的な研究をまずお話すると、 
 私は1998年にオランダで1年間ほど、 
 不連続な微分⽅程式を研究していまし 
 た。制御とかなりかけ離れていると思 
 われるかもしれないですが、制御と⾮ 
 常に関係しています。いわゆる微分⽅ 
 程式は「滑らかさ」、「微分が出来 
 る」というのが重要ですが、それが出 

 来ない場合が世の中には多いのです。 
 不連続な微分⽅程式とは、微分⽅程式 
 そのものがどんどん切り替わっていく 
 というイメージです。例えば歩⾏の場 
 合、1本脚で⽴っているときと、2本 
 脚で⽴っているときでは微分⽅程式が 
 切り替わります。微分⽅程式が切り替 
 わるような、不連続な場合の理論を作 
 ろうとして、1998年頃研究を始めま 
 した。どちらかというと数学寄りの研 
 究ではありますが、それが出来ないと 
 制御そのものの研究領域に進めないの 
 で、まずこうした基礎的な研究に取り 
 組みました。最初の１か⽉ぐらいでア 
 イデアが浮かんで、理論体系が出来る 
 のではないかと思い、１年間研究をし 
 ました。いろんなアイデアが浮かんで 
 ⾮常に楽しい1年でした。研究という 

 ものは、コアな部分が出来上がると、 
 そこから多⽅⾯に発展するものです。 
 研究のコアを作るということは⾮常に 
 難しいですが、幸運にもコアに巡り合 
 えて、楽しい研究をさせてもらえまし 
 た。 

 異分野融合の⾯⽩さ 

  2010年頃には、⼤きなプロジェク 
 トに関わらせていただきました。その 
 プロジェクトで私はサブグループの代 
 表を務めました。私の専⾨は制御理論 
 で、そのプロジェクトの研究代表者は 
 ⼒学系理論の先⽣でした。その先⽣が 
 ２つの理論を融合させようという話を 
 持ち掛けてくださり、この研究に4年 
 ほど携わりました。異分野融合の研究 
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 は今盛んに重要性が叫ばれています 
 が、異分野融合研究をする難しさを当 
 時実感しました。というのも、まず専 
 ⾨⽤語が全然違います。つまり同じよ 
 うなシステム、対象を扱っているにも 
 かかわらず、⾔葉そのものが違う場合 
 があります。しかも、その⾔葉の裏に 
 あるフィロソフィー、いわゆる考え⽅ 
 が全然違います。アプローチが全然違 
 うと⾔ったほうがよいかもしれませ 
 ん。そのため何回も合宿をして、お互 
 いに教え合いました。新しい概念や今 
 まで経験してこなかった考え⽅が随所 
 に出てきて、⾮常に⾯⽩かったです。 
 ⼒学系理論と制御理論の融合は双⽅と 
 もに2、3百年かけて研究が確⽴され 
 てきているので、もちろんそれが4年 
 間で結実することはなかったです。し 
 かしその⼀端で、特に若い⽅々に異分 
 野融合の⾯⽩さを知っていただいて、 
 これから多くの融合研究を進めていけ 
 るような素地が出来たと思っていま 
 す。そのプロジェクトには3つのサブ 
 テーマ、すなわち⼒学系理論と制御理 
 論の融合研究、その⼯学応⽤研究、そ 
 して基礎研究と応⽤研究の融合による 
 体系化があり、最初のものが今お話し 
 した内容です。応⽤研究では、例え 
 ば、「電⼒ネットワークの制御」、あ 
 るいは「道路交通システムの制御」、 
 またあるいは「⽣体ネットワークの制 
 御」や「経済」もあり、いろいろな 
 テーマを研究代表者の⽅が扱っていま 
 した。私もいくつかの応⽤研究に関わ 
 り、そこから様々な制御対象に出会っ 
 たというのがその後の研究の１つの⼤ 
 きな起点になっていると思います。 

 最近まで特に注⼒して研究してき 
 たことは、「電⼒システムの制御」で 
 す。これは学⽣を含めて140名ほどの 
 規模で昨年度(2019年度)まで8年間、 
 実施してきたプロジェクトでした。⾮ 
 常に多岐にわたる分野の⽅々がプロ 
 ジェクトに関わってくれました。先ほ 
 どの融合研究は2分野でしたが、こち 
 らは４分野での融合研究でした。2分 
 野での融合研究の経験から、難しい点 
 が最初からわかっていたので、プロ 
 ジェクトの最初のころは１週間に１回 
 程度研究者たちで集まって勉強会をし 
 ました。この融合研究の内容は、太陽 
 光需要予測を⾏い、電⼒をうまく制御 
 することでした。太陽光発電がその⽇ 
 にどれほど発電するかを予測すること 
 は重要ですが、難しいです。この8年 
 間の研究を⼤雑把に⾔うとこのような 
 感じになります。最近では、電気⾃動 
 ⾞に関連した研究もしています。 
 2020年代には、電気⾃動⾞の数が恐 
 らく急速に増える状況になると思いま 
 す。電気⾃動⾞は蓄電が出来て、太陽 
 光発電と相性が良いです。また電気⾃ 
 動⾞は道路交通網と関係していますか 
 らこれまで研究してきた道路交通ネッ 
 トワークの制御とも深く関係してきま 
 す。そのように私の研究に広がりが出 

 てきているというのが現在の状況で 
 す。 

 新しい研究テーマと出会う 

 ー序盤の話において海外で不連続な微 
 分⽅程式の研究をされて、そこからい 
 ろいろなアイデアが浮かんだとおっ 
 しゃっていましたが、その「不連続な 
 微分⽅程式」という研究テーマはご⾃ 
 ⾝で決められたのですか︖ 
   
  ⾮常に良い質問です。当時私はオラ 
 ンダのトゥエンテ・ユニバーシティと 
 いう⼤学に⾏っていたのですが、そこ 
 に⾏った理由は、この研究をしようと 
 思って⾏ったわけではありません。実 
 はそこでお世話になった先⽣とは、す 
 でに私がオランダに⾏く前からある制 
 御の研究を⾒ていただいていました。 
 オランダでもその延⻑線上の研究を進 
 めようと思っていました。ところがそ 
 の先⽣は不連続な微分⽅程式の研究も 
 始めていて、私もせっかくオランダに 
 来たので、「ぜひこちらをやらせてく 
 れ」とお願いして、この新しい研究を 
 始めました。その当時、⼤きなテーマ 
 として「不連続な微分⽅程式」という 
 ことしか決まっていませんでした。そ 
 こからどういう研究をしていこうかと 
 いう段階で、良いアイデアが早い段階 
 で浮かんだのです。“これはうまくい 
 く︕”と思いました。理論の研究なの 
 で、いけると思ったらあとは証明する 
 ことが重要です。その証明をするため 
 に葛藤しました。 

 京都⼤学進学 

 ーなぜ京都⼤学の⼯学部精密⼯学科に 
 進んだのかを教えてください。 

  崇⾼な考えで選んだというわけでは 
 ありません。実は私が⾼校⽣のとき、 
 特に１年⽣のときは⽂系に⾏きたかっ 
 たです。弁護⼠などになりたいと思っ 
 ていました。しかし、私は国語が、特 
 に⼩説系の問題は苦⼿でした。⽂系は 
 好きですが、私には合っていないと思 
 い、最終的に理系を選択しました。で 
 すから理系に⾏くといっても、最初は 
 何をするのかが曖昧なまま進んでいき 
 ました。そんな中、当時の京都⼤学の 
 理学部は試験に国語が含まれているの 
 に対して、⼯学部は国語が試験に⼊っ 
 ていなかったのです。それで、”もう 
 ここしかない!“ということで選んだと 
 いうわけです。なぜかと聞かれると⾮ 
 常に⼼苦しいのですが、国語の試験が 
 無かったからとしか⾔いようがないで 
 す(笑)。結局、機械系の学⽣として⼊ 
 学し、機械系の中の精密⼯学科を卒業 
 しました。⼊学時、具体的に研究した 
 い分野はなかったのですが、機械とい 
 うのは⾮常に⼤きな分野ですので、こ 
 の中であれば私がやりたいことが⾒つ 
 かるのではないかという気持ちで機械 
 系を選びました。ですから「この研究 
 がしたい」と思って、選んだものでは 
 ないと理解してもらえればと思いま 
 す。 

 ー制御⼯学に進みたいという気持ちは 
 ⼤学に⼊った後から芽⽣えたものだっ 
 たのですか。 
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  最初はロボット⼯学を勉強しようと 
 いうところから始まりました。なぜか 
 というと、実は私たちの時代は、ロ 
 ボットが今のAIと同じように、⾮常に 
 もてはやされていた時代でした。 
 1980年がロボット元年で、私は1985 
 年頃に学部⽣でした。ですから将来を 
 考えると、ロボット⼯学に進んでおい 
 た⽅がよいのではないかという⾮常に 
 曖昧な気持ちで選びました。ロボット 
 ⼯学というとハードウェアや技術的な 
 ところがメインという感じがありまし 
 たが、私は理論的なことが好きだった 
 ので、ロボット⼯学の中でも制御⼯学 
 を勉強したいと思っていました。そう 
 こうするうちに研究そのものがロボッ 
 ト⼯学から制御⼯学に段々と移ってい 
 きました。 

 気持ちの切り替えが重要 

 ー⼤学1年⽣のときはどのように過ご 
 されましたか。サークル・部活動、⾃ 
 主的な学習が系所属に与えた影響や、 
 部活が研究に活かされた経験などはあ 
 るでしょうか。 

  体育会のバレーボール部にずっと所 
 属していました。１年⽣から4年⽣の 
 前期まで活動していました。学部時代 
 は部活動しかしていませんでした。当 
 時はしっかり勉強していかないとス 
 テップアップできないという状況では 
 なく、かなり緩やかに勉強していくの 
 が普通でした。どちらかというと部活 
 動のために⼤学に⾏っているという感 
 じでした(笑)。しかし4年⽣に近づく 
 につれて、卒業論⽂研究や⼤学院⼊試 
 が迫り、このままで⼤丈夫なのかとい 
 う危機感がだんだん⽣まれてきまし 
 た。部活動がかなりハードだったの 
 で、しっかり勉強できる時間がない 
 中、勉強しなければいけないという焦 
 りだけがありました。ですので、部活 
 動をやめた瞬間、勉強のアクセルを踏 
 み続けるという感じでした。逆にそれ 
 で⾮常にけじめがつきましたし、すぐ 
 に切り替えられたのが良かったと思い 
 ます。だらだらとしていたらうまくい 
 かなかったかもしれないと今振り返る 
 と思います。あるところを期に切り替 
 えていくことも重要だと思います。 

 ー私も今はサークル⼀辺倒で活動して 
 いるのでけじめをつけることが重要だ 
 というお話は⼤変参考になりました。 

  なるほど。私は部活動が終わって、 
 勉強に専念できるような時間が取れる 
 ようになったときから、その遅れを取 
 り戻さないといけないので、かなり集 
 中して、ほぼ独学で勉強することにな 
 りました。当時はそういう形でも許さ 
 れたので、そのような学習スタイル 
 だったと理解してください。 

 早いうちから⾃分のやりたいことをや 
 ろう 

 ー⼤学在学中にした、失敗経験などが 
 あれば教えていただけますか。 

    私が学⽣⽣活を振り返って思ってい 
 ることですが、私の授業の中でもいつ 
 も学⽣さんに、「早いうちに⾃分のや 
 りたいことを決めましょう」と⾔って 
 います。⾃分が興味のあることでよい 
 ので、失敗を恐れないでとことんやり 
 たいことをやってみることが重要だと 
 思っています。なぜなら早いうちから 
 そういうことにのめり込むことで、早 
 い段階で様々なことを深堀していける 
 からです。これは⾮常に重要だと思っ 
 ています。学⽣さんから「何となくや 
 りたいことはあるが、それが⾃分の将 
 来に本当にあっているのか分からな 
 い」とよく聞かれます。先が⾒えない 
 ところを⽬指しているので、不安にな 
 るのはわかります。ただ、その不安と 
 いうのは誰もが持っているものです。 
 私は、不安に⽬を向けるのではなく、 
 失敗しても、そこが合わないなと思っ 
 たら変えればよいと⾔っています。 
 30歳までは何度も専⾨を変えられる 
 から、そこまでは⾃由に⾃分がやりた 
 いことをどんどんやってみることが重 
 要だと学⽣さんに話しています。いろ 
 いろな⼈を⾒た経験から、そうだと確 
 信しています。例えば、私と同じ機械 
 の専⾨を出て30歳になってから医学 
 部に⼊って、今はもう⽴派なお医者さ 
 んになっている⼈もいます。他にもい 
 ろいろな⼈を⾒てきていますが、30 
 歳までは新しいことにチャレンジして 
 いく気持ちで、早いうちから⾃分のや 
 りたいことをやってほしいと思いま 
 す。私はこれが出来なかったのです 
 が、出来ていた⽅々のキャリアを⾒る 
 と、私も早い段階で⽬標を決めてそれ 
 に向かってやっておけば⼈⽣がより豊 
 かになっただろうなと思い、授業のと 
 きに毎回お話をしているわけです。 

 ーありがとうございます。⾃分がやり 
 たいことをまずやってみて、それを早 
 いうちから深堀し続けるということが 
 ⼤事なのですね。 

  そう思います。迷うぐらいならまず 
 1歩踏み出してみて、やってみるとい 
 うことがとても重要だと思います。⾒ 
 えない世界への1歩なので不安なのは 
 わかりますが、みんなそうだというこ 
 とを理解してほしいです。若いうちは 
 切り替えが利くのでどんどんチャレン 
 ジしてほしいです。早いうちにいろい 
 ろなことを習得しておくと、その後の 
 キャリアにとって、とてもプラスにな 
 ると、授業の中でもよく⾔います。例 
 えば早いうちに⾃転⾞が乗れるように 
 なると、その後ずっと⾃転⾞に乗れま 
 すよね。同じように、早いうちに英語 

 が話せるようになったら、その後ずっ 
 と使えます。出来るだけ早い段階で吸 
 収しておくと、それは、指数関数的に 
 将来にわたって影響してきます。です 
 から「後から⾝につければいい」では 
 なくて、早いうちから様々な経験をし 
 てください。今の君たちが持つ時間と 
 いうのは、私の時間よりもはるかに価 
 値が⾼いです。私が今から何かを習得 
 してもそれは10年位しか使えませ 
 ん。君たちの場合は何⼗年と使えるの 
 です。同じことを習得したとしても、 
 この違いは⼤きいので是⾮そういう視 
 点も持っておくとよいと思います。 

 ー先⼿必勝とおっしゃっていました 
 が、具体的にどの時期にどういうこと 
 をしていたのですか︖ 

  先⼿必勝とは、早いうちにいろんな 
 ことを習得して、失敗を含めいろいろ 
 なチャレンジをすると、それが将来に 
 わたってみなさんの宝になるという意 
 味です。具体的な⼈の話をすると、私 
 の知り合いで、中国がこれからものす 
 ごく発展してくるだろうと学部⽣の当 
 時に予測し、中国語の勉強をしていま 
 した。⽇本と中国の懸け橋になろうと 
 彼は考えていたのです。要するに先⾒ 
 の明が⾮常に重要ではないかと思いま 
 す。 

 ーどのようにすれば専⾨を早く決めら 
 れるのでしょうか。 

  そこは⾮常に難しいですよね。いろ 
 んな⽅がいろんな決め⽅をしていると 
 思います。しかし多くの⼈は、何とな 
 くやりたいことをすでに持っているの 
 ではないでしょうか。私はそこに正直 
 に進むべきだと思います。そこから何 
 かが広がるはずです。恐れるのではな 
 く、⾃分がやってみたいということを 
 思い切って⼀歩出してやってみる。そ 
 こから次の世界が⾒えてくると思いま 
 す。 

 ーそうですね。確かに持っていると思 
 いますね。 

  あなたも何か持っているでしょ。 
 持っているのに、⾃信がないとか、失 
 敗したらどうしようとか思ってしまう 
 が、まずは１歩進んでみる。ダメだっ 
 たら変えればよいのです。30歳まで 
 はいろんなチャレンジが出来ると理解 
 してもらって、私の経験ですが、問題 
 ないと思います。 

 ⼤きな分野から⼩さい分野に興味を絞 
 る 

 ー当時先⽣はどのように研究室を決め 
 ましたか、またなぜ⼤学院に⾏こうと 
 思ったのですか。 
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  まず、⼤学院に⾏った理由からお話 
 をしていきたいと思います。今は9割 
 近くの学⽣が⼤学院に進学しています 
 が、私の時代は５割位の学⽣が⼤学院 
 に⾏っていました。私は⼤学院に⾏き 
 たいという気持ちは初めからありまし 
 たので、修⼠課程までは当然だという 
 感じで既定路線の中に⼊っていまし 
 た。研究室は機械分野の中でも、当時 
 将来の可能性があると⾔われていたロ 
 ボット⼯学の分野を選びました。 

 質問の意図からは少し逸れます 
 が、ロボット⼯学の研究室に所属して 
 いたのに、なぜ制御⼯学をするように 
 なったのかを話していきたいと思いま 
 す。指導教員はもともと制御⼯学の専 
 ⾨の⽅でした。しかし私が研究室に⼊ 
 る１年位前から、その先⽣が制御⼯学 
 からロボット⼯学にテーマを変えると 
 宣⾔されました。私が研究室に⼊った 
 とき、所属した学⽣に研究テーマとし 
 て「こんなのどう、こんなのどう」と 
 いくつか挙げられました。「宇宙ロ 
 ボット」、「ロボットハンド」、「フ 
 レキシブルアームロボット」などの 
 テーマがありましたが、その中で、先 
 ⽣としては制御理論も残しておきたい 
 という思いがあったのか、１つだけ制 
 御理論のテーマがありました。私はど 
 ちらかというと、理論的なところを研 
 究したかったので、そのテーマを選び 
 ました。指導教員がロボットの⽅に興 
 味が移っていた中で、私は制御理論の 
 テーマを選んだので、どちらかと⾔え 
 ば、ほったらかしの状態でした。指導 
 教員の先⽣の頭の中では、少し⾔い⽅ 
 が悪いですが、⼀応やっておこうとい 
 うテーマだったのでは︖と思います。 
 だから⾃由にやらせてもらえたという 
 オチがあります。結局のところ、分野 
 は、当時将来の可能性があったという 
 点で選びました。その中で⾃分がやり 
 たいことをより⼩さな範囲の中で考 
 え、理論の研究を選びました。つま 
 り、まず⼤きな分野を決めて、そして 
 その中で⾃分のやりたいことを選んだ 
 ということになります。 

 ーロボットの分野の中でも、ハード⾯ 
 の研究より理論の研究をやりたいと 
 思ったきっかけ等はあったのでしょう 
 か。 

  「制御理論」というものが、ロボッ 
 トの研究をする上で、なにか本質的な 
 ことを研究するように思えたからだと 
 思います。結局、その後、制御理論を 
 構築することにハマっていくことにな 
 ります。 

 研究の⾯⽩さを知る 

 ーなぜ企業に就職せずに⼤学教員にな 
 ろうと思われたのですか。 

  こちらは先程の制御⼯学のテーマの 

 話とも関係があります。最初のテーマ 
 決めの時に、先⽣が「こんなのやって 
 みたらどう︖」といくつかテーマを提 
 ⽰されました。その中から選んだテー 
 マについて１本の論⽂を渡されたので 
 すが、「これで⼀体何をやるんだ︖」 
 と考えるところからスタートしまし 
 た。何にもわからなかったので、その 
 論⽂の参考⽂献を⼿掛かりに⽚端から 
 論⽂を読みました。これが逆に良かっ 
 たのかなという気がしています。この 
 ように研究を始め、結局⾃分で決めた 
 具体的な研究テーマを先⽣が否定なさ 
 ることも⼀切なかったので、「これで 
 いいんだ」と思い、どんどん進めるこ 
 とができました。修⼠に上がっても同 
 じスタイルで、1⼈ぼっちというか、 
 勝⼿に研究を進めてくださいという状 
 態でした。そういう状況で研究を進め 
 ていくうちに「研究⾯⽩いなあ」と思 
 い始めて、修⼠１年⽣の3⽉に最終的 
 に博⼠課程に進もうと決めました。研 
 究は勝⼿にやらせてもらっていました 
 が、先⽣は全く否定されず、むしろ背 
 中を押してくれました。余談になりま 
 すが、卒業論⽂を先⽣が読み終わった 
 あとに、「これ学会で発表したら︖」 
 と⾔ってくださいました。その発表は 
 修⼠になった4⽉か5⽉だったと思い 
 ます。京都⼤学の近くの国内の学会で 
 したが、発表⽇が近くなったときに先 
 ⽣が「この⽇⾏けなくなったので、１ 
 ⼈で発表して」と⾔われました。そう 
 いうスパルタ教育もしていただきまし 
 たが、本当に⾃由にやらせていただき 
 ました。修⼠時代も⾃分のやりたいこ 
 とをやってきて、研究することの⾯⽩ 
 さを知ることができました。 

 研究の道に進んだ理由 

  今考えると、乏しい研究内容を先⽣ 
 が否定しないで認めてくださったこと 
 に感謝していますが、その研究室の⽅ 
 針が私の相性と合ったと理解していま 
 す。学⽣には、いろいろな指⽰を受け 
 て研究を進めるタイプと、⾃分の思う 
 通りにやりたいという２タイプの通り 
 がありますが、私はどちらかというと 
 後者でした。それが研究室の⽅針と⼀ 
 致したということです。 

 ー研究室に⼊った当初、野に放たれた 
 というか⾃由にやらせていただいたと 
 いう感じだったと思いますが、研究 
 テーマはどのように決められました 
 か︖論⽂等を⼀⽣懸命読んでその中か 
 ら決めたのですか︖ 

  そうですね。まさに先程お話した、 
 先⽣が提⽰された複数の⼤きな研究 
 テーマの中から１つのテーマを選んだ 
 のがスタートでした。関連する論⽂を 
 読む中で、様々に変化していき、その 
 中で具体的な研究テーマを選んでいっ 
 たという感じですね。 

 ー研究室の⾃由なスタイルも、のちに 
 教員になろうと思う１つの動機になっ 
 たのですね。 

  そういうことだと思います。研究の 
 楽しみの１つとして、やはり⾃分のや 
 りたいことができるというのが⼤きい 
 と思います。何か新しいことが⽣まれ 
 るとか、成功したとか、その成功体験 
 で研究を進めていきたいという⽅向も 
 あると思います。しかし私の場合は⾃ 
 由に研究をやれたというのが、今研究 
 の道に進んだ理由の１つになっている 
 と思います。 

 「理」のベース 

 ー先⽣が感じられた東⼯⼤ならではの 
 魅⼒を教えてください。 

  私は2001年に東⼯⼤に来ました。 
 東⼯⼤の外にいたときは、東⼯⼤には 
 理⼯系でとんがった先⽣や学⽣さんが 
 いるイメージが⾮常に強かったです。 
 その感覚は東⼯⼤の中にいる現在も感 
 じています。理⼯系の⼤学というのは 
 ⼤きな魅⼒で、私はそこでの学びは武 
 器になると思っています。というの 
 も、最近よく⾔われている⽂理融合と 
 いう⾔葉を聞いたことありますか。私 
 のイメージでは⽂理融合というより、 
 これからは全て「理」になっていく気 
 がしています。例えば、経済学はそも 
 そもアメリカのいくつかの⼤学では理 
 に⼊っています。⽂学に関しても、現 
 在ではデータを使って⼈間の⼼を科学 
 で考えようとしていますよね。このよ 
 うにいろいろなことを科学ベースで考 
 える時代に⼊ってきたと考えていま 
 す。これからの社会では、「理」（す 
 なわち科学・技術）がますます「主 
 役」になっていくと思います。この時 
 代にいる東⼯⼤は、いま⼤変⼤きな魅 
 ⼒、すなわち、可能性をもっていると 
 思います。東⼯⼤にいることは、まさ 
 に「理」のベースを持っているという 
 ことで、皆さん⾮常に未来が明るいと 
 ころに位置していると思います。 

 研究室配属だけで将来は決まらない 

 ーこれから系所属・研究室配属する学 
 ⽣に伝えたいことはありますか。 

  伝えたいことは、最初にも話した通 
 り、１⼈１⼈がまず「何をやりたい 
 か」を持ってほしいということです。 
 今、世の中がどのように変わっていく 
 かということをしっかりと認識して、 
 その中で⾃分が何をしたいのかを考え 
 てほしいと思います。その上で、研究 
 室配属とかに臨んでほしいと思いま 
 す。 
  それからもう1つ。私はロボット⼯ 
 学の研究室に⼊れましたが、その研究 
 室は当時⾮常に⼈気がありました。当 
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 時私は何となくロボットについて研究 
 したいと考えていたので、この研究室 
 に⼊れなかったとしても、違う研究室 
 に⾏っても構わないとおおざっぱに考 
 えていました。研究室配属の際に、最 
 終的に、この研究室に是⾮⼊りたいと 
 いう学⽣が8⼈残りましたが、まだ5 
 ⼈に絞る必要がありました。じゃんけ 
 んで決めることになり、私はその⽇集 
 合時間に遅れてしまって、その場にい 
 ませんでした。しかしみんなが待って 
 いてくれて、「ごめんごめん」と⾔い 
 ながら、じゃんけんをしました。そう 
 いうときに限って勝ってしまうのです 
 よね。このような経緯でロボット⼯学 
 の研究室に⼊れましたが、実はそのと 
 きに、どうしても⼊りたいと⾔ってい 
 た学⽣がいました。１年⽣の時から、 
 そういう気持ちで勉強されてきた⾮常 
 に優秀な学⽣でした。その学⽣はじゃ 
 んけんで負けてしまったのですよね。 
 私のような不純な気持ちの者に決ま 
 り、その学⽣が落ちてしまったので⾮ 
 常に申し訳ない気持ちになりました。 
 そして記憶が定かではないですが、 
 10数年後にその彼に会った時に、そ 
 のときの謝罪をしましたが、なんと彼 
 は企業でロボットの研究をしていまし 
 た。ですから、「研究室配属されたと 
 ころで将来が決まるというわけではな 
 いこと」を皆さんに知っておいてもら 
 いたいと思います。別の研究室で勉強 
 したことは、回り道に⾒えるかもしれ 
 ないけれどそれが将来武器になるかも 
 しれません。逆に別のルートから登る 
 という気持ちでじゃんけんしてもらう 
 と勝っちゃうかもしれません。研究室 
 配属に関してはそれで将来は決まらな 
 いということを頭にいれて、⾃分のや 
 りたいことをまずやっていくことが重 
 要だということでお話を終わりたいと 
 思います。 
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 学⽣時代の研究 

 ー現在または過去に⾏った研究内 
 容を教えてください。特に学部⽣ 
 の頃の研究の話や⾃分が好きだっ 
 た研究、代表的な研究、反響が⼤ 
 きかった研究、⼀番引⽤された研 
 究などを教えてください。 

  学部の時代は機械⼒学を専⾨に 
 していて、特にターボチャー 
 ジャーの振動の研究をしていた。 
 ディーゼルエンジン⽤のターボ 
 チャージャーに圧縮空気を⼊れ 
 て、タービンを回し、その振動を 
 測るという研究を学部時代に⾏っ 
 ていた。ガスタービンが⼤好き 
 だったので、本当はガスタービン 
 関連の研究をしてみたかった。し 
 かし残念ながら、東⼯⼤で直接的 
 にガスタービンを対象としている 
 研究室はなかったので、ターボ 
 チャージャーのように⽻をうまく 
 回すことにも興味があったという 
 こともあり、その研究室に⾏っ 
 た。⼤学院修⼠に進学後、学科を 
 変え、熱⼯学の研究室に⾏った。 
 そこでは、核融合炉のトカマクと 
 いう装置について研究した。核融 
 合反応がおきると物凄い熱が発⽣ 
 するので、装置の壁を冷やさない 
 と炉が解ける。それを避けるた 
 め、空気を流して外側から冷やす 
 のだが、内側の壁しか温まらな 
 い。⽚側しか温まらない壁の熱を 
 上⼿く除去するにはどうすればよ 
 いかという研究を⼤学院の修⼠・ 
 博⼠までずっとやっていた。 

 最後の研究 

  その後もいろいろな研究に取り 
 組み、いろいろな変遷があった 
 が、最後のころにずっとメインの 
 テーマになっていたのは、「もの 
 をつくるときに熱をどうすればう 
 まく使えるか」というエネルギー 
 利⽤の分野だ。エネルギーについ 

 て考えるとき、どうしても省エネ 
 ルギーという⽅向に考えがちだと 
 思う。でも、どんどん使うエネル 
 ギーを減らしてしまってはあんま 
 りおもしろくないよね。今まで通 
 りエネルギーは使うが、使うエネ 
 ルギーの効果を⾼くすることを考 
 えたほうが幸せだよね。そのよう 
 な観点でずっと研究をしていた。 
 ⾝近な例で⾔うと、プラスチック 
 は1度溶かして、⾦型の中に⼊れ 
 て、それから固めて作る。しか 
 し、うまく温めてうまく冷やさな 
 いと、よいモノは出来ない。だか 
 ら、どのように加熱・冷却すれ 
 ば、どのようなモノができるかと 
 いう関係をずっと研究していた。 
 熱⼯学という学問を学べば、最適 
 な加熱・冷却⽅法を予測できるの 
 で、予測した結果をメーカーさん 
 に提供すると結構喜んでいただけ 
 た。論⽂の引⽤とは少し違うかも 
 しれないが、何度も使われたとい 
 う意味では、この分野の研究成果 
 が1番⼤きかったね。やはり「⼈々 
 を幸せにするために⼯学は何が出 
 来るのか」をどうしても考えてし 
 まうので、エネルギーの観点から 
 「貧乏くさくならないように、幸 
 せになるよう」という考え⽅で 
 ずっと研究をしていた。私の研究 
 は、⾃分の興味・関⼼からタービ 
 ンに始まり、そのあと核融合炉の 
 研究をして、そこから発展してエ 
 ネルギーの研究に変遷していった 
 というところだね。 

 ー学部時代の「ガスタービンの研 
 究」から、⼤学院時代の「核融合 
 炉の壁をどう冷やすかの研究」へ 
 なぜ変遷されたのですか︖ 

  裏話みたいになるけど、実は学 
 部時代の研究室の先⽣と⼤学院修 
 ⼠のときの先⽣が、学科は違った 
 が友達どうしだった。⼤学院のと 
 きの先⽣が学部のときの先⽣に助 
 ⼿として私が欲しいと⾔ったらし 

 い。そういう変な経緯があり、熱 
 ⼯学も興味の対象にあったので、 
 研究室を変えた。 

 ータービンの研究をされていたと 
 思いますが、いつ頃始めようと思 
 われたのですか。 

  ⾞が好きだったことから転じ 
 て、⾼校⽣後半か、⼤学⼊学直後 
 ごろにガスタービンに興味が湧い 
 てきた。⾞の世界で「次世代のエ 
 ンジンはガスタービンだ」と⾔わ 
 れていた時期があった。ガスター 
 ビンって要は⽻根⾞だよね。「⾵ 
 ⾞みたいなので⾞が⾛るのかい」 
 と疑問に思い、⾛⾏や効率の⾯で 
 改善できる点がまだ多くあると 
 思った。それが興味の対象となっ 
 たきっかけだった気がする。発電 
 所のタービン等は⼤きすぎて、⾃ 
 分の興味の対象からはちょっと外 
 れていた。やっぱりもう少しハン 
 ディーというか、⾃分で⼿を下せ 
 るようなタービンに興味があっ 
 た。 

 ー研究テーマはどのように決めた 
 ⽅が良いのでしょうか。 

  理⼯系の場合は、社会の関⼼ご 
 とを解決する社会駆動型の研究 
 テーマの決め⽅と、⾃分の興味、 
 ⾃分が不思議に思っていることを 
 解決するという決め⽅の2通りがあ 
 る。理学の⼈たちは⾃分の興味を 
 満たす、⾃分が分からないことを 
 解決するというテーマの決めた⽅ 
 が多いし、もしかしたら⼈⽂社会 
 学、いわゆる⼈⽂学に近い分野の 
 ⼈もその決め⽅が多いかもしれな 
 い。 
  社会の関⼼事、困り事を解決す 
 るというのは⼯学に近い。⼯学は 
 社会学の⼈たちと同じセンスを 
 持っていて、社会の困り事に対し 
 てどう解決するのかを考える。⼯ 
 学系って実は恵まれていて、研究 
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 テーマの選び⽅が2通りあってどち 
 らもとれるんだよ。だからテーマ 
 を決めるときは、どちらを基にす 
 るか考えながら決めれば良いの 
 で、決め⽅は広いと思う。純粋⽂ 
 学とか純粋理学系はどっちかとい 
 うと社会の困りごととは離れたと 
 ころにいるので、⾃分の興味で選 
 ぶしかないから、それはそれで決 
 めるのが⼤変かもしれない。まあ 
 でも⾃分の関⼼のあるところで決 
 めればいいと思う。社会学のよう 
 な社会しか対象にしていない学問 
 だと、「社会の困りごとは何です 
 か」とか、「社会の望みは何だ」 
 と聞かないといけないから、事前 
 に調べることがすごく増えるの 
 で、そこは⼤変かもしれない。 
  ⼯学分野に関しては、⾃分の興 
 味と社会の関⼼の、どちらかをも 
 とに研究テーマを決めるのが良い 
 と思う。ただし、中途半端なテー 
 マはやめたほうが良い。中途半端 
 なことをやると社会から「何そ 
 れ︖」と⾔われるし、⾃分として 
 も納得できなかったりする。中途 
 半端はやめてどっちかに寄せたほ 
 うが良い。 

 東⼯⼤進学 

 ーなぜ東⼯⼤に進学されたのかを 
 教えてください。 

  ⾼校⽣のとき、東⼤に⾏くか、 
 東⼯⼤に⾏くかずいぶんと悩んで 
 いた。しかし、あるきっかけで東 
 ⼯⼤に⾏くと決めた。それは受験 
 勉強のために東⼤の1次試験の過去 
 問を解いているときだった。私た 
 ちが⼤学受験した時代は共通1次が 
 始まる前だったので、基本的には1 
 次試験は⼤学が独⾃に作ってい 
 た。東⼤の1次試験はマークシート 
 だった。数学の過去問を解いてい 
 ると、ある問題で答えが「－3」に 
 なった。「－3」という選択肢を探 
 すとあった。だけど、問題⽂の⽳ 
 埋めをするところをよく⾒ると、 
 ⽳の前に「－」が付いていた。だ 
 から「－3」を⼊れると不正解にな 
 るんだよ。選択肢の中から「3」を 
 選ばないと正解にならない。この 
 問題がすごく気に⼊らなくて、 
 「こんな問題を出す⼤学に⾏くも 
 んか」と思って、東⼤の受験を⽌ 
 めた。もともと⼯学系、特に機械 
 系にすごく興味があったので、東 
 ⼤⼯学部か東⼯⼤4類か悩んでいた 
 が、東⼤が⼊試問題にそんな問題 
 を出すなら⾏くまいと思い、東⼯ 
 ⼤へ来た。 
  また⾼校⽣のときは必ずしも理 
 系や機械系だけを進学先として考 
 えていたわけではなく、フランス 
 ⽂学の学科へ進学しようと思って 

 いた時期もあった。⾼校の時代 
 は、時間があるとボードレールや 
 ヴェルレーヌのようなフランスの 
 詩⼈の詩を読んだりしていた。⾼ 
 校の授業で教わった漢⽂の五⾔絶 
 句や七⾔律詩のような定型的な詩 
 から何となく詩のイメージを持っ 
 ていたんだけど、ヴェルレーヌの 
 ように散⽂みたいな普通の⽂章を 
 詩にすることにすごく疑問があっ 
 た。そこでフランス⽂学でもその 
 ことに取り組もうと思っていたん 
 だよ。 

 電⼦⼯学への興味 

  フランス⼈の詩や漢詩、そして 
 機械に興味があったが、同時に電 
 ⼦⼯学にも興味があった。⾼校の 
 図書館にあった電⼦系の雑誌、 
 「電波科学」を何度も借りて、回 
 路図を写したりした。司書のお姉 
 さんに「最初から最後までバック 
 ナンバーを借り切ったのはあなた 
 が初めてです」と⾔われるぐらい 
 興味があった。いわゆる⽂系の分 
 野と理⼯系の分野、機械も含めて 
 どっちも関⼼はあったね。ただ仕 
 事にするなら⼈の役に直接⽴った 
 ⽅が良いと思い⼯学系を選んで、 
 そして、受験時のいきさつがあっ 
 て東⼯⼤に来たというそういう道 
 筋です。 

 仲間と話し合う 

 ー⼤学1年⽬のときはどのように過 
 ごされましたか。サークル・部活 
 動、⾃主的な学習が系所属に与え 
 た影響や、部活が研究に活かされ 
 た経験などはあるでしょうか。 

    サークル活動はしていなかった 
 けれども、１年⽣のときは類や語 
 学の授業、化学の実験でのグルー 
 プで友達は多かったね。その友達 
 とよく授業をさぼって遊びに⾏っ 
 ていた。そのような仲間と将来の 
 ことを考えて、研究室選択ほど具 
 体的ではないが、「このような⽅ 
 向に⾏けたら良いな」と思ってい 
 た。 
  １年⽣のときに⾃分の中で 
 ショックを受けた出来事がある。 
 みなさんからするともう過去の話 
 かもしれないが、我々が学⽣のこ 
 ろはコンピューターというものは 
 ほとんどなかった。でも、⼤学に 
 来ると⼤型計算機があった。我々 
 のころはFortranという⾔語を使っ 
 ていて、そのコーディングを初め 
 て教わったときに「アルゴリズム 
 を考えるとはこういうことか」と 
 それはすごくショッキングだっ 
 た。そのときにはじめて、モノを 
 組み⽴てることが興味の対象にな 

 ると気付いた。その⼤型計算機を 
 使って仲間とワイワイやりながら 
 プログラミングをした。当時は不 
 真⾯⽬な学⽣だったから、先⽣が 
 出す問題は解かなくて、⾃分で円 
 周率の計算⽅法を考えて、⼤型計 
 算機でそれを試したりした。3.2ぐ 
 らいまでは導けたからね。そうい 
 うことを仲間とワイワイやるのは 
 すごく楽しかったね。それと⾃分 
 の個⼈的な興味が繋がって、学部 
 の研究室とか修⼠の研究室とかを 
 選択するときに繫がった。やはり 
 仲間と話をすることはすごく⼤事 
 だと思うよ。それと、⾃分の興味 
 をすごく⼤事にしといたほうが良 
 いと思う。 

 ー先⽣は1年⽣のころから、将来の 
 ことを考えられていたようです 
 が、専⾨分野はなるべく早く決め 
 るべきですか︖ 

  時期は特に考えなくて良いと思 
 うけれども、あまりギリギリで決 
 めると迷ってしまうから避けるべ 
 きだと思う。4年⽣で研究室に⼊る 
 ⼈は、3年⽣の初めぐらいに考え始 
 めれば良い。そんなに早く決める 
 必要はないよ。本当に興味がある 
 ものは忘れられないはずだから、 
 早くやろうが、あとでやろうが、 
 背⾻に相当するところはあまり変 
 わらないと思う。それに付随する 
 知識を周りの仲間と話しながら、 
 進路先に納得する期間が１年ぐら 
 いあった⽅が良いとは思う。あま 
 り流されて決めない⽅が良いよ。 
 やりたいことは⾃分の背⾻に沿っ 
 て選んだ⽅が良いと思うよ。 

 ー学部時代にサークルをしておら 
 ず、アルゴリズム等に関⼼があっ 
 たということでしたが、学部時代 
 は遊びよりも勉強を中⼼的にやっ 
 ていたということですか。 

  勉強はしていなかったね 
 （笑）。インタビュアーさんは機 
 械系だから製図の講義はまだある 
 よね。今はCADを使っていると思 
 うけど、我々の頃はドラフターの 
 上で描いていた。製図室という部 
 屋があって、そこに製図版が並ん 
 でいた。製図の授業が始まるとす 
 ぐに出席が取られた。出席を取る 
 と、私は製図室からさっさといな 
 くなって、仲間と⼀緒に喫茶店に 
 ⾏って、気⻑にしゃべっていた。 
 ⼣⽅の課題提出の時間になった 
 ら、事前に⽤意してきたものを出 
 していた。これは変な⾔い⽅だけ 
 ど、製図室のドラフターって汚い 
 んだよね(笑)。ドラフターで定規を 
 動かすと紙が汚れるのが嫌で、⾃ 
 分でドラフターを買って家で描い 
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 ていた。課題提出はちゃんとして 
 いたけど、⼤学の製図室では多分 
 ⼀回も図⾯を描いたことがなかっ 
 たんじゃないかな。その間友達と 
 ずっとしゃべっていた。そういう 
 不真⾯⽬な学⽣だった。 

 ー講義等を受けて、「これについ 
 てもっと知りたい」と思うことは 
 なかったのでしょうか。 

  あんまりないね。演習の授業が 
 あって、それは当然課題を提出し 
 なきゃいけないから、ちゃんと受 
 けていた。だけど、座学の授業は 
 あんまり真⾯⽬に受けていなかっ 
 たね。先⽣には申し訳ないけど。 
 あんまり⾔っちゃいけないね。こ 
 の⽴場になると(笑)。 

 ーもともとご⾃⾝が持っていた関 
 ⼼やご友⼈との会話を⼤事にされ 
 ていたのですね。 

  本当に⾃分が興味のあるものっ 
 て、変な⾔い⽅だけど、先⽣の話 
 を聞いてももちろん良いけれど、 
 教科書を読み込むとある程度分か 
 る。どうしてもわからなかった 
 ら、そこの部分は授業で聴くけれ 
 ど、それでもちゃんと勉強はでき 
 る。能動的に学ぶつもりであれ 
 ば、必ずしも授業だけじゃなくて 
 も学べる。⼤学の授業は平均的な 
 ⽣徒の学⼒に合わせて授業をする 
 ので、進める⼈は⾃分で勝⼿に進 
 めるわけですよ。それが厳しい⼈ 
 も当然いるけれど。その中で授業 
 をうまく使えば良くて、⾃分でわ 
 からないところは説明を聞けば良 
 いし、⾃分でわかるのであれば授 
 業に毎回出席する必要はない。た 
 だ課題を出さないと当然単位はく 
 れないから、それはやらなきゃい 
 けないけど。もし授業に出ないの 
 であれば、その時間をいかに有効 
 に利⽤するかを常に考えた⽅が良 
 いと思う。私の場合は仲間とだ 
 べっていた。そのときはきっとだ 
 べることの優先順位の⽅が⾼かっ 
 たのだろうね。 

 仲間とだべる 

 ー仲間と「だべっている」ときに 
 進路の話をされましたか。 

  進路という程、シリアスな話は 
 しなかったけれど、それぞれ社会 
 でどうやって暮らしていくか、⽣ 
 きていくのかという話になること 
 はあった。将来について話し合え 
 たことは、⾃分の進路決定には直 
 接影響はしないけど、刺激になっ 
 た。 

 ー今の1年⽣は対⾯で将来について 
 話し合うことが出来ないというこ 
 とで、このインタビューをさせて 
 いただいています。先⽣はこの状 
 況をどのようにお考えですか︖ 

  そうだよね。だから、こういう 
 コロナ禍の状況で、そのような⼤ 
 学の1番⼤事なところが⽌められて 
 しまっている。授業というのは 
 さっきも⾔ったけれど、出席しよ 
 うがしまいがどちらでも良いと思 
 う。やっぱり仲間とだべる機会が 
 減っているというのは、⼤学とし 
 ては申し訳ないと思う。今でも感 
 染者、陽性者、濃厚接触の疑いっ 
 て情報が集まってくるようになっ 
 ているけれど、それを⾒ている 
 と、こうやってマスクして、ある 
 程度距離を取ってだべる分にはう 
 つる可能性が低いと思う。また、 
 夜の部で飲み会に⾏くということ 
 もだべる上ですごく重要なことだ 
 けど、飲み会に⾏くとうつるみた 
 いね。だから昼間の時間にマスク 
 をしながら距離をとって、だべっ 
 ている機会くらいは作ってあげた 
 いと思う。本当に他の⼈と話をす 
 るというのは、刺激を受けるから 
 すごく良いよ。それが⼤学のとは 
 ⾔わないけど、キャンパスの役割 
 だと思う。そのキャンパスの役割 
 をそろそろ果たせるようなやり⽅ 
 も⼤学はした⽅が良いかな。ただ 
 これから冬になるから、インフル 
 エンザと⼀緒になるとまた難しく 
 なるかもしれない。 

 失敗経験 

 ー⼤学在学中の失敗経験などがあ 
 れば教えていただけますか。 

  失敗はいっぱいあるね。個⼈的 
 には失敗はいっぱいしても良いと 
 思うし、学⽣の間は失敗をしても 
 許される期間だから、そこはあま 
 り個⼈的にも気にしていない。で 
 もやはり⼈対⼈の関係で失敗する 
 と落ち込むよ。やっぱり他の⼈を 
 傷つけたり、⾔わなければ良かっ 
 たと思ったりすることはいっぱい 
 あります。変な⾔い⽅だけど、後 
 悔先に⽴たないので、１回失敗し 
 たらそれを繰り返さない、繰り返 
 さないだけでなく、次に役⽴てる 
 ことが凄く⼤事。⾃分でもいっぱ 
 い失敗はしてきたし、皆さんも 
 いっぱい失敗すると思うけど、次 
 に役⽴てれば良いと思います。 

 ニオイを感じる 

 ー失敗とはちょっと違いますが、 
 学部時代にやっておけば良かった 
 と後悔していることはあります 
 か︖ 

  サークルに⼊らなかったことに 
 関して後悔はあるね。タービンと 
 か機械に興味があったから、⾃動 
 ⾞部に興味はあった。でも趣味の 
 分野でサークルに⼊ると、⾃分の 
 進めたい形と違う形になるのが怖 
 くて、⼊らなかった。でも⼊って 
 おけば良かったかもしれない。 

 ー事前に佐藤先⽣のインタビュー 
 記事を読ませていただいたのです 
 が、そこで佐藤先⽣は海外留学の 
 経験が学部時代はなかったとおっ 
 しゃっていました。この点はいか 
 がでしょうか。 

 我々の時代は学部⽣の頃に海外に 
 出ることはほとんどなく、⼤学院 
 ⽣になってから、国際会議に⾏く 
 程度だった。そこは残念だったか 
 なとは思うが、私の上司で、国際 
 会議が⼤好きな先⽣がよく海外へ 
 連れて⾏ってくれた。多いときは 
 年に４回ぐらい国際会議に出席す 
 るため、いろんな国へ⾏った。そ 
 の先⽣は⾷べることが好きな⼈ 
 で、嗅覚が鋭かった。だから⾷事 
 のおいしいお店を⾒つけるのが上 
 ⼿かった。⼀緒に何度も⾏ったお 
 かげで、そういう店を探す術は僕 
 もしっかり⾝につけたつもりだ 
 ね。海外に出て⼀番⼤事なこと 
 は、⾔葉の問題ではなく、どうい 
 う⼈たちがいて、どんな⾷事が 
 あって、その⼈たちがどんな暮ら 
 しをしているのかを知ることの⽅ 
 がむしろ⼤事。国際会議に出て発 
 表することはもちろん⼤事だが、 
 それ以上にやっぱりニオイを感じ 
 る、雰囲気を知るということは海 
 外に出て⼤事だと思った。留学の 
 経験は無いけれども、何度も海外 
 でそのような経験をした。そのよ 
 うな意味ではある程度、留学経験 
 の無さを補えていると思う。ただ 
 留学っていう機会は残念ながら無 
 かったですね。 

 ー  東⼯⼤には超短期プログラムな 
 ど多岐にわたる留学プログラムが 
 提供されていますが、そういうも 
 のが充実している間は⾏くべきで 
 すか︖ 

  そうだと思う。⻑期留学だと⼤ 
 学での学修に影響するから、それ 
 は考えて⾏った⽅が良い。でも超 
 短期系は経験やニオイを感じてく 
 るという意味では良いことなの 
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 で、出来るだけ⾏くべきだとは思 
 うけどね。いろんな国へ⾏って公 
 共交通機関に乗ると、「ここは⼤ 
 丈夫」、「ここはまずいかも」み 
 たいなことが何となくわかるよう 
 になってくる。そういう⾃分の⾝ 
 を守るという意味も含めて、ニオ 
 イを感じる、雰囲気を察知するに 
 は場数を踏まないといけない。だ 
 から出来るだけ⾏った⽅が良いと 
 思う。もちろん危ないところに⾏ 
 けという意味じゃないよ。 

 ーなぜニオイを感じることが⼤事 
 なのですか︖ 

  ニオイを感じると、街のたたず 
 まいを理解できる。街のたたずま 
 いを理解すると、そこに住む⼈の 
 暮らしぶりも理解できる。もし海 
 外の⼈たちと将来仕事をしようと 
 したとき、その⼈たちの暮らしを 
 知ることが凄く⼤事なんだよ。だ 
 から、ニオイを感じることが重 
 要。そういう意味でこれから皆さ 
 んが社会にでると国境なんて関係 
 ないので、いろいろな国の⼈たち 
 と仕事したり、仲間になったり、 
 もしかしたら競争したりするかも 
 しれない。そのときに相⼿を知っ 
 ているというのは⾮常に⼤事。い 
 ろいろな国の⼈たちがいるから、 
 出来るだけ多くの⼈たちを知って 
 いることが⼤事だと思うよ。 

 研究室の選び⽅ 

 ー当時、どのように学科や研究室 
 を決めましたか。なぜ電⼦物理⼯ 
 学科に進まれたのでしょうか。 

  研究室はやはり最初は興味の対 
 象で決めた。ただ周りの友達との 
 話し合いも影響している。けれど 
 も、最終的には⾃分の興味や先⽣ 
 のキャラクターで選んだ。研究室 
 について少しはわかると思うけ 
 ど、共同⽣活体なので、肌に合わ 
 ないところはやめた⽅が良い。あ 
 る程度⻑く⼀緒に過ごす必要があ 
 るので、興味のある対象だったと 
 しても、どうしても無理というと 
 ころはやめた⽅が良いと思う。 
 やっぱり⽣活の場として肌が合っ 
 て、その上で⾃分の興味に近いと 
 ころを選ぶことが⼤事だと思う。 
 私はそうやって選んだね。 

 ー学⻑もそのようにおっしゃって 
 いました。 

  多分そうだと思う。みんなそう 
 じゃないかな。今になって思えば 
 ということだと思うけどね。動物 
 的勘じゃないけど、辞めたいと 
 思ってしまいそうな研究室は選ば 

 ないこと。これは良い悪いではな 
 くて、肌に合う合わないだと思 
 う。⼈によって好きな雰囲気が違 
 うので、無理して居⼼地の悪いと 
 ころを選ぶ必要はないと思う。 

 研究室のスタイル 

 ー研究室のスタイルには放任主義 
 や⼿厚く⾒てくれるなどいろいろ 
 あると思いますが、佐藤先⽣の研 
 究室はどのようなスタイルだった 
 のでしょうか。 

  私の場合は基本的には完全放任 
 だったね。2か⽉後とかに締め切り 
 を設けて、それまでに研究の報告 
 をするというのはあったけれど、 
 その間の時間管理はそれぞれの学 
 ⽣さんに任せた。そこで結果が出 
 ていないと「何をやっていた 
 の︖」ってなったけど(笑)。そうい 
 うタイムマネジメントを⾃分です 
 るというのは社会に出た後で⾮常 
 に重要だと思う。⼤学だと提出ま 
 での期間が⻑くて、１か⽉か2か⽉ 
 ぐらいあるけれど、会社に⾏くと 
 「3⽇後にこれだして」と⾔われる 
 わけよ。出さないと当然評価が下 
 がるわけで、３⽇間でどうやって 
 その業務を遂⾏するかは⾃分で考 
 えなくてはいけない。だからその 
 訓練は学⽣のうちにやっておいた 
 ⽅が良いと思う。頻繁に指⽰が来 
 ると、指⽰を聞いていればすむよ 
 うになる。それはあまり良くなく 
 て、「今⽇はくたびれたから休 
 み」とか「遊びに⾏くから今⽇ 
 やっちゃおう」ということを⾃分 
 で考えてタイムマネジメントする 
 ことが⼤事だと思う。だから⽐較 
 的⻑めのタームを設定して、あと 
 は任せるというふうにやってい 
 た。時々それでドツボにはまり、 
 遊び過ぎて結果が出ない⼈もいる 
 けどね。まあ、それはそれでさっ 
 きの途中の質問にもあったけど、 
 学⽣時代の失敗はいくらやっても 
 いいので、次は直せばいい。そう 
 いう意味で放任だった。研究室の 
 先⽣のキャラクターによるね。 

 ー  そういうところもしっかり⾒た 
 ほうがいいですね。 

  指⽰待ちになりたい⼈はいない 
 と思うけど、⽐較的頻繁に指⽰を 
 出してくれた⽅が安⼼できる⼈も 
 いるかもしれないし、逐⼀指⽰を 
 出されると鬱陶しいと感じる⼈も 
 いるかもしれない。それはもう 
 キャラクターによるから⾺が合う 
 ところで選んだ⽅が良いと思う。 

 ⼤学の教員になった理由 

 ーなぜ企業に就職せず、⼤学教員 
 になろうと思われたのですか 

  これも捻くれた⾔い⽅で申し訳 
 ないけど、私は学部4年⽣のときに 
 実は、⼤学院に⾏かないで就職を 
 しようと思っていた。その時は、 
 先程のタービンの話の続きだけ 
 ど、ガスタービンの開発をやって 
 いた会社の１つとして、⽯川島播 
 磨重⼯業株式会社（現在のIHI）が 
 あった。そこに⾏くか結構悩んで 
 いた時期もあった。ただ残念なが 
 ら当時、オイルショックで⽇本の 
 景気がものすごく悪くなったの 
 で、⽯川島播磨はその年、求⼈を 
 出さなかった。それで仕⽅なくと 
 いうわけではないが、東⼯⼤の教 
 授から研究室に誘われていたこと 
 もあって、「じゃあ修⼠まで⾏き 
 ますかね」と思って修⼠課程に進 
 んだ。 
  修⼠に⾏ったので将来の⽅向性 
 は変わって、その後、「助⼿にな 
 らないか」と⾔われた。最初は助 
 ⼿になるつもりはあまりなかっ 
 た。私としては、捻くれた⾔い⽅ 
 だけど、修⼠に⾏ったときから 
 ずっと先⽣と呼ばれる職業には就 
 くまいと思っていた。特に医者と 
 教師と政治家にはなりたくないと 
 思っていた。医者は⾎を⾒るのが 
 好きじゃないし、政治家は何を 
 やっているのかよくわからない 
 し、教師はねえ…教えるような⽴ 
 場じゃないなと思いながら、その3 
 つには就くまいと思っていた。け 
 れど頼まれたから、しょうがない 
 と思ってとりあえずそこに⾜を踏 
 み⼊れた。ただやっぱりやってみ 
 て、学⽣とちゃんとお話しをする 
 と、⾯⽩いよ。違ったアイデアを 
 持ってきてくれるから。⾃分とは 
 違うアイデアがでてくるというの 
 が⾯⽩いし、それをちょっとつつ 
 くとまた別のアイデアが出てく 
 る。そのような学⽣さんと出会っ 
 たことが、⼤学に残ったきっかけ 
 だね。 

 ー  そもそも、なぜ⼤学院に⾏かず 
 に就職しようと思ったのですか。 

  やっぱり⼀番根っこに戻るけ 
 ど、⼈の役に⽴つため。早く、⼈ 
 の役に⽴つ仕事がしたいと思って 
 いた気がする。また⼤学院という 
 ものの位置づけがよく分かってい 
 なかったというのもあった。 
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 東⼯⼤の良さ 

 先⽣が感じた東⼯⼤ならではの魅 
 ⼒を教えてください。 

  学⽣さんが真⾯⽬だというのが 
 まず1つの魅⼒だと思う。真⾯⽬で 
 かつ、それぞれが⾊々とものを考 
 えているから、議論をしたらちゃ 
 んと深い議論ができることがこの 
 ⼤学の良いところだね。まあ欲を 
 ⾔えばその深い議論ができる範囲 
 がもう少し広がると良いのだけれ 
 ども。皆さん良い意味でオタクな 
 ので(笑)。ただ、深いところに突っ 
 込んでいくと、ちゃんとした議論 
 ができるのがこの⼤学の特⾊だと 
 思う。やっぱり⾃分のやりたいこ 
 と、興味のあることを学⽣の皆さ 
 んが明確に持っている。社会に出 
 るとそれなりにきちんと活躍でき 
 るし、それはこの⼤学の魅⼒だろ 
 うね。あとは、地理的に⾔うと3 
 キャンパスとも駅から近いこと 
 (笑)。他の⼤学のキャンパスって 
 ⾏ったことある︖⼤体駅から結構 
 遠いよね。歩いて⾏けるところは 
 少なくて、バスに乗る必要があっ 
 たりする。ここぐらいだよね、駅 
 から歩いてすぐ正⾨くぐれるの。 
 国内の学会等でいろんな⼤学に⾏ 
 くが、遠いと思うね。 

 関⼼を持ち続ける 

 ーこれから系所属・研究室配属す 
 る学⽣に伝えたいことはあります 
 か。 

  これも繰り返しになってしまう 
 けど、⾃分の興味、関⼼を常に持 
 ち続けることが⼤事だね。そし 
 て、それに合った系や研究室を探 
 す。あとは実際に⾏って雰囲気を 
 感じて、肌に合うかどうかをちゃ 
 んと判断して選ぶことが⼤切だと 
 思う。それと、将来就職が有利か 
 という考えで選ぶことはやめた⽅ 
 が良い。将来何をしたいかを常に 
 思っているのは⼤事だけど、有利 
 不利で考えると興味がそれちゃう 
 から。⼤学にいる期間が幸せでは 
 なくなるので、⾃分の興味関⼼に 
 近いところを選んで、やりたいこ 
 とができるところに⼊るのが1番良 
 いと思う。 

 ー私は最初に興味のあったことか 
 ら、だんだん他のことに興味が移 
 ることもあるのですが、そのよう 
 ことはなかったのですか︖ 

  あったよ。いろいろなことに興 
 味があっても良いと思うよ。例え 
 ば2つの分野に興味があっても、⼀ 
 ⽅を捨てる必要はなく、逆に増や 

 していけば良い。そして、いっぱ 
 い⼿⾜が出てきたところで研究室 
 を⾒て、どれが肌に合うかで選ぶ 
 くらいで良いと思う。どれか1つに 
 興味関⼼を絞る必要はない。ま 
 た、できれば理⼯系だけではな 
 く、いわゆる⽂系についても興味 
 を持っておいた⽅が良いし、そう 
 いう興味関⼼で友達ができること 
 がすごく⼤事なので、できるだけ 
 たくさん興味関⼼を持ち続けるべ 
 きだよ。もちろん今どれかに熱中 
 すると、もう⽚⽅に対して意識が 
 薄れるのは事実だと思うけどね。 
 でも別に捨てる必要はない。また 
 興味が出たら戻れば良い。それが 
 できるのが⾃分の興味です。今は 
 ある分野に集中して、飽きたら違 
 う分野に関⼼を移すということも 
 できるので、いっぱい触⼿を伸ば 
 してください。それが⼤事だと思 
 います。 
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 エネルギーへの興味 

 ー現在または過去に⾏った研究内 
 容を教えてください。特に学部⽣ 
 の頃の研究の話や⾃分が好きだっ 
 た研究、代表的な研究、反響が⼤ 
 きかった研究、⼀番引⽤された研 
 究などを教えてください。 

  私は⽣物に興味があって早稲⽥ 
 ⼤学の教育学部の理学科⽣物学専 
 修に進学し、そこで⽣物のエネル 
 ギーの扱い⽅というのをずっと学 
 んできました。 

 現在、化⽯燃料の枯渇や  の  𝐶  𝑂 
 2 

 増加などの問題が注視されていま 
 すよね。植物が⽣み出すエネル 
 ギーは減少し続け、⼈間社会が消 
 費するエネルギーは増加し続けて 
 います。放っておくといずれエネ 
 ルギー量が逆転してしまうんです 
 よ。光合成では⼆酸化炭素を吸収 
 して酸素を⽣産する反応、⼈間社 
 会は酸素を消費して⼆酸化炭素を 
 放出する反応を⾏うので、逆転し 
 たら地球上の酸素が減るようにな 
 るわけですよ。学⽣の頃から⽣物 
 とエネルギーのことに興味を持っ 
 ていたので、今は、植物が光合成 
 によって⽣み出すエネルギーを有 
 効利⽤できれば、⼈間社会が放出 
 する⼆酸化炭素を減らせると考え 
 ています。もともとは、「光エネ 
 ルギーを私たちが利⽤できる形態 
 のエネルギーにどのように変換す 
 ればよいのか」について詳しく知 
 りたいと思ったのが、研究を始め 
 たきっかけです。23歳の頃に⽣物 
 のエネルギーにまつわる研究を始 
 めて、40年間これについてずっと 
 研究しています。 

 ATP合成酵素 

  ⽣物のエネルギー研究のスター 
 トは、指導教員に提案されたATP 
 合成酵素から始まりました。ATP 
 合成酵素は⼀⾔でいうと体の中の 

 発電所です。呼吸でも光合成でも 
 同じような酵素がATPを⽣産して 
 います。研究を始めた当時は、こ 
 の酵素がどのように働くのかほと 
 んどわかっていませんでしたが、 
 1980年ころにタービンのようにグ 
 ルグルと回ることで、光をエネル 
 ギー（ATP）に変換する酵素では 
 ないかという仮説が提案されまし 
 た。でも本当にATP合成酵素が 
 タービンのように回るのか疑問で 
 した。私が東⼯⼤の助教授になっ 
 た1995年ころ、その講座の吉⽥賢 
 右先⽣が、「回るのなら回してみ 
 よう」という実験を考えました。 
 実際に観察してみると本当にグル 
 グルと回ったんですよ。この研究 
 で、初めてこの酵素が回るという 
 ことが証明されて、⾼く評価され 
 ました。おもしろい研究が出来る 
 もんだなと思い、⾃分もオリジナ 
 リティの⾼い研究をしたいと思い 
 ました。そこで次のような研究を 
 やったんですね。 

 チオレドキシンの研究の開始と研 
 究の発想 

  植物に光が当たるとATPを合成 
 します。このとき、ATP合成酵素 
 がグルグル回るわけですよ。た 
 だ、植物の光合成反応に関わる酵 
 素は、ATP合成酵素を含めて光が 
 当たったときだけスイッチがオン 
 になります。このスイッチをオン 
 にするのがチオレドキシンという 
 たんぱく質です。それはどんなメ 
 カニズムなのか知りたいと思い、 
 研究を始めました。 
  チオレドキシンはどこにでもあ 
 るたんぱく質です。「どこにでも 
 ある」というのは、つまり、「チ 
 オレドキシンを持ってない⽣き物 
 はいない」ということです。研究 
 の発想として、「どこにでもある 
 けど、わからない」が私は⼤事だ 
 と思っています。⽣物学は発⾒の 
 学問ですから、誰も⾒たことのな 
 い⽣き物を探し出すために、ジャ 
 ングルに踏み⼊る⼈だっているわ 
 けですよ。私は逆で、「すべての 
 ⽣き物が持っているたんぱく質は 
 重要であり、どういう働きをする 
 のか」を知りたいと考えていま 
 す。そこで、チオレドキシンの研 
 究を始めようと思いました。 

 著名な教授を訪ねる 

  チオレドキシンのメカニズムを 
 知る研究を始めるにあたって、こ 
 の分野の権威であるドイツの 
 Sheibe教授とスイスのSchurmann 
 教授を訪ねて、私が疑問に思った 
 ことが既にわかっているかどうか 
 を質問しました。そうしたら、嬉 
 しいことにどれも未解決であると 
 判明したんですよ。それなら、こ 
 の研究を始めれば、この分野で第 
 ⼀⼈者になれると考えました。実 
 際にこの研究を始めて、私は第⼀ 
 ⼈者になりました。 
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 最もヒットした研究 

  私がチオレドキシンの研究を始 
 めた時点で、光合成時にチオレド 
 キシンがスイッチをオンにするた 
 んぱく質は10種類しか知られてい 
 なかったんですよ。「10種類だけ 
 で植物の光合成機能が活性化され 
 る仕組みがすべて説明できるわけ 
 もなく、もっとたくさんあるに違 
 いない」と考えました。チオレド 
 キシンは2本の⼿を持っていて、順 
 番に相⼿のたんぱく質と⼿を繋ぐ 
 ことで、スイッチをオンにしま 
 す。そこで、ある実験をふと思い 
 つきました。それは、チオレドキ 
 シンの２本⽬の⼿をつぶしておく 
 ことで、スイッチをオンにする反 
 応を途中で⽌め、チオレドキシン 
 の相⼿になるたんぱく質を捕まえ 
 るという⼿法です。これを是⾮や 
 ろうと思い、研究室にいた修⼠の 
 学⽣にこのアイデアを話しました 
 が、「そんな簡単なことで新しい 
 ことわかるんだったら、とうの昔 
 に誰かやっています」と誰も取り 
 組もうとはしてくれませんでし 
 た。そこで、研究室に⼊ってきた 
 ばかりの純真無垢な4年⽣に試して 
 もらいました。すると私が予⾔し 
 た通り、いろんなたんぱく質が捕 
 まったんですよ。最初は10種類し 
 かわかっていなかったのが、この 
 ⽅法でどんどん新しいたんぱく質 
 がわかるようになりました。この 
 ときに書いた論⽂が私の最もヒッ 
 トした作品です。Buchanan先⽣と 
 いうチオレドキシン界の⼤御所の 
 ⽅にもご⾃⾝の総説の中ですごく 
 褒めていただきました。 

 野外の植物 

  研究を通してチオレドキシンに 
 ついて⼗分に理解したと思ってい 
 ましたが、吉⽥賢右先⽣がある時 
 「野外の植物は本当にそんなこと 
 してるの︖」と質問されました。 
 私は当然野外の植物も同じだと 
 思っていましたが、調べてみると 
 実験室で⾏われた研究に関する論 
 ⽂ばかりで、屋外で同じようにオ 
 フになったりオンになったりして 
 いると証明した⼈は誰もいません 
 でした。この時、卒業研究をする 
 ために新たに研究室に加わった学 
 部4年⽣が、そのことを⽰す実験に 
 挑戦してくれました。具体的に 
 は、化学修飾  を⽤いて野外の植 12
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 脚注︓植物のたんぱく質がオンの 

 ときに、官能基を化学的に変化させる 
 こと。変化させる前と後では、植物の 
 重さが変化するため、重さを測ること 
 によってたんぱく質がオンかオフかの 
 判定をすることができる。 

 物の葉の中のたんぱく質のオンと 
 オフを⾒分ける実験です。夜明け 
 前の午前２時半から１時間ごとに 
 葉をサンプリングして、その中の 
 たんぱく質がどういう状態なのか 
 を調べました。結果を⾒ると、⽇ 
 の出とともにスイッチがオンに 
 なって、⽇が陰ってくるとオフに 
 なっていました。野外でもオンに 
 なることを直接調べた初めての研 
 究です。また、この学⽣が頑張っ 
 て⼀⽇中実験をしてくれたので、 
 世界で初めて24時間のたんぱく質 
 の変化を調べることもできまし 
 た。 

 オフになる仕組み 

  チオレドキシンが働いて、オン 
 にする働きはよくわかってきまし 
 た。でも、光が⼣⽅になってオフ 
 になる仕組みについては、この研 
 究を始めたときから40年間ずっと 
 わかっていませんでした。しか 
 し、今から2年前に夜に働く新しい 
 たんぱく質を⾒つけたことで、オ 
 フにして植物を眠らせる仕組みが 
 分⼦レベルでわかりました。この 
 ことを発表した論⽂も、「植物が 
 夜に寝るシステムに初めて光が当 
 たった」と褒めてもらいました。 
 40年間研究を続けているといろい 
 ろと新しいことが⾒つかること 
 が、研究の⾯⽩いところだなと 
 思っています。 

 早⼤進学 

 ーなぜ早稲⽥⼤学の教育学部理学 
 科に進学されたのか教えてくださ 
 い。 

  実は、⾼校⽣のときは⼈⽂社会 
 学に興味がありました。⾼校では 
 社会科研究会に所属していて、お 
 寺巡りをしていました。だから、 
 お寺とか詳しいですよ。ところが 
 ⾼校3年⽣のときに、⽣物の授業で 
 DNAの話を聞いたんですね。たっ 
 た４つの塩基だけで⽣物のすべて 
 が決まっているということにすご 
 くワクワクしました。そのことが 
 きっかけで、⽣物学に進み研究を 
 すると決⼼しました。ですから私 
 が実際に進路を決めたのは、⾼校3 
 年⽣の秋頃なんですよ。それから 
 受験できるところを⾊々調べて、 
 結局、早稲⽥⼤学の教育学部の理 
 学科⽣物専修に⼊りました。ま 
 た、⾼校時代から早稲⽥に何とな 
 く憧れがあって、今は東⼯⼤の教 
 員をやっていますが、愛校⼼とい 
 う意味では早稲⽥と東⼯⼤のどっ 
 ちが上かはわからないです。箱根 
 駅伝も好きだし、⼤学ラグビーも 
 好きだし、六⼤学野球も好きだ 

 し、そういうちょっと歪んだ教員 
 です。 

 ー  ⾼校3年⽣のときに⽣物の話を聞 
 かなかったら、⽂系に⾏っていた 
 かもしれないのですか。 

  そうそう。私はジャーナリスト 
 になって海外を⾶び回るのがかっ 
 こいいと思っていた。そういう仕 
 事をしたいと思っていたんです 
 が、DNAの話を聞いて、それを学 
 ぼうと思いました。 

 ⼤学教員への道を志す 

 ー⼤学1年⽬のときはどのように過 
 ごされましたか。サークル・部活 
 動、⾃主的な学習が系所属に与え 
 た影響や、部活が研究に活かされ 
 た経験などはあるでしょうか。 

  1年⽣のとき専⾨の授業の⼀環と 
 して、合宿に⾏きました。そこで 
 は、クラス担任の先⽣が引率をさ 
 れていて、その先⽣と話す機会が 
 ありました。いろいろ話をしてい 
 ると、すごくその先⽣の研究とい 
 うか、⼈柄に興味を持ちました。 
 そのときに、「卒業研究はこの先 
 ⽣のところでやろう」と決めまし 
 た。それと同時に、⼤学の先⽣は 
 ⾃分の興味と⽣活と職業と、全部 
 合致させている良い仕事だと思い 
 ました。だから、私は⼤学１年⽣ 
 のとき既に、⼤学教員になろうと 
 決めました。 

 クラブ活動に関して⾔うと、 
 ⾼校⽣のときは社会科研究会に所 
 属していました。⼤学に⾏ってか 
 らも、その仲間たちとは⼀緒にお 
 寺巡りをしていました。その知識 
 は今でもすごく役に⽴つんです 
 よ。海外からお客さんが来ると、 
 鎌倉に連れて⾏くことがよくあり 
 ます。そのときにただ単に観光す 
 るだけでなく、寺や鎌倉の歴史を 
 説明できるのは、結構アドバン 
 テージですよ。 

 ー⼤学の先⽣になろうと決めたの 
 が、１年⽣の夏だったとおっ 
 しゃっていましたが、そこから３ 
 年⽣までの間に他の進路は考えな 
 かったのですか︖ 

  そこは思わなかったですね。私 
 ⽴⼤学は専⾨教育が中⼼で、１年 
 ⽣から詰め込みで専⾨分野の勉強 
 をしていたので、他に興味が移る 
 ことはなかったです。でも、もと 
 もと⼈⽂社会は嫌いではなかった 
 ので、憲法、哲学、倫理学などの 
 授業も真⾯⽬に受講していまし 
 た。 
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 失敗経験 

 ー⼤学在学中の失敗経験などがあ 
 れば教えていただけますか。 

  「私失敗しませんから」ではな 
 いけれど、すぐに思い浮かぶ失敗 
 はないですねえ。しかし研究上の 
 失敗だったら、いくらでもありま 
 すよ(笑)。卒業研究のときには、ま 
 だATP合成酵素の研究はしておら 
 ず、発光バクテリアのルシフェ 
 ラーゼという酵素の研究をしてい 
 ました。その研究では、⼀晩かけ 
 てバクテリアを培養して、その後 
 も徹夜でずっと精製しました。そ 
 して、ようやくきれいな酵素が取 
 れたと思い、メスシリンダーで受 
 けました。クロマトチャンバーと 
 いうガラス張りの冷蔵庫の中で作 
 業をしますが、そこにメスシリン 
 ダーをおいて、「採れた︕よかっ 
 た︕これで徹夜実験終わり︕」と 
 思って扉をバタン︕と閉めまし 
 た。勢いよく閉めたものだから、 
 メスシリンダーが中でコテって倒 
 れて、数⽇間の徹夜実験が全部床 
 に消えてしましました。今でもよ 
 く覚えていますから、やっぱりあ 
 れは相当ショックだったに違いあ 
 りません。 

 学⽣時代の⼼残り 

 ー  失敗以外にも学⽣時代の⼼残り 
 があれば伺いたいです。 

  ありますよ。やはり海外に⾏っ 
 ておけばよかったとは思いました 
 ね。すごくそれは思いました。私 
 が初めて海外に⾏ったのは27歳の 
 ときです。学位を取った後に初め 
 て海外に⾏きました。今はこんな 
 仕事をしていますが、私は英語が 
 苦⼿でした。やはり今から思う 
 と、若いうちに海外に出ておけば 
 良かったです。特に学⽣のうちに 
 外国に⾏ったら違っただろうなと 
 思いましたね。初めての留学らし 
 い留学で、32歳の時にドイツに3 
 か⽉くらい⾏きましたが、その時 
 にやはり「外から⾒る⽇本って⾯ 
 ⽩いな」と思いました。それから 
 短期では何度も外国に⾏きまし 
 た。⼀度海外に⾏っている間に⼭ 
 ⼀証券が倒産したことがありまし 
 た。そうしたら、みんなが「⽇本 
 では会社の社⻑が⼈前で泣くの 
 か︖」と聞いてきました。他にも 
 ⽇本の死刑制度や憲法について聞 
 かれたこともありました。私は⽂ 
 化交流としての雑談が好きだった 
 ので、⽇本社会のいろいろなこと 
 を外国の⼈と議論するのがすごく 
 ⾯⽩かったです。直接外国に⾏っ 

 て話をすることで学んだことがと 
 ても多かったので、それを学⽣時 
 代にやっておけば良かったなとす 
 ごく思います。 

 ー外国から⽇本に留学に来ている 
 ⼈と交流するよりも、⾃分が海外 
 に⾏くことが⼤事なのですか。 

  ⾏くことは⼤事なんです。やは 
 り、周りに⽇本語が喋れる⼈が居 
 てはいけないのです。外国に⾏く 
 ことは、⾃分が1⼈でサバイバルす 
 ることを学ぶという意味もありま 
 す。私は、今まで何度も外国に 
 ⾏っているけれど、予めホテルの 
 予約はしたことがほとんどありま 
 せんでした。それはなぜかという 
 と、私は基本的にヨーロッパしか 
 ⾏かなかったのですが、ヨーロッ 
 パにはどの駅にもインフォメー 
 ションセンターがあって、そこに 
 ⾏けば必ず宿は何とかなったから 
 です。そこで、たどたどしい英語 
 で今⽇泊まるところを確保しても 
 らいました。結構時間がかかった 
 けれど、⾃分を鍛えるのにはすご 
 く役⽴ちました。 

 先⽣の⼈柄に惹かれる 

 ー1年⽣の夏合宿である先⽣と出会 
 い、その⼈の研究室に⼊ると決め 
 られましたが、具体的にどこに魅 
 ⼒を感じたのですか。 

  その先⽣は39歳で早稲⽥の教授 
 になったのかな。すごく若くて、 
 かつ真⾯⽬な先⽣でした。授業を 
 ⼀番丁寧に教えてくれる先⽣だっ 
 たので、すごく学者肌であるとこ 
 ろに魅⼒を感じました。実際に、 
 卒業研究で研究室に⼊ったら、結 
 構いい加減な⼈だったのですが 
 (笑)。でも当時はそう思いました 
 ね。というのは、早稲⽥⼤学の先 
 ⽣はいい加減な先⽣が多いんです 
 よ(笑)。そういう中では圧倒的に真 
 ⾯⽬に教えてくれる先⽣でした。 
 こういう⼈がやっぱりいいなって 
 思いましたね。 

 ーすごいですね。１年⽣の夏合宿 
 ではどのような話を聞かれたので 
 すか。 

  １年⽣の夏は純粋に「研究って 
 どんなことをするのか」、「今ど 
 のような研究をしているのか」な 
 ど、正に皆さんが我々に聞くのと 
 同じような話を聞きましたね。 

 ーその時、その研究室に⾏こうと 
 思ったのは研究の内容に魅⼒を感 
 じたからですか︖ 

  内容ではなく、その時は純粋に 
 「この⼈は信じられる⼈だ」と思 
 い、⾃分と相性が合うと思ったの 
 でしょうね。１年⽣の時にその⼈ 
 の研究室に⾏くと公⾔してから 
 は、その先⽣から出される課題は 
 ⼀⽣懸命に取り組み勉強しまし 
 た。 

 相性の重要性 

 ー今まで数⼈の先⽣⽅にインタ 
 ビューを実施しましたが、やっぱ 
 り研究室を選ぶ際には⼈柄も⼤事 
 だとおっしゃっていました。 

  そうですね。私は実際に毎年研 
 究室訪問で来た学⽣さんに「ここ 
 がいくつ⽬の研究室ですか︖」と 
 よく聞くんですよ。「⾃分の⾏き 
 たいところだけを⾒て回っていま 
 す」と答えた学⽣には必ず、「最 
 低10か所は回りなさい」と⾔いま 
 す。なぜかというと、皆さん研究 
 室に⼊ると卒業研究から修⼠2年ま 
 で、最低でも3年寝⾷を共にします 
 よね。研究を始めると、家族と暮 
 らす時間よりも研究室で暮らす時 
 間の⽅がずっと⻑くなるんです 
 よ。だから「この先⽣の⾔うこと 
 なら信じてやっていける」と思え 
 ることは⼤事じゃないですか。そ 
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 して、信じられるかどうかは第⼀ 
 印象である程度わかると思いま 
 す。初めて会うときはその⼈の魅 
 ⼒がどこにあるのかをちゃんと⾒ 
 て感じとることが⼤事です。やは 
 り⼈との相性ってありますから 
 ね。ある⼈にとっては、「この⼈ 
 厳しすぎるな」と思っても、ある 
 ⼈にとっては「きちんと⾔ってく 
 れる⼈がいい」ということもある 
 と思います。だから、いろんな先 
 ⽣の話を聞くのが絶対いいと思い 
 ますね。他にも、皆さんが先⽣と 
 触れ合える機会ということでは、 
 授業がありますね。そのとき、質 
 問に⾏ったらその先⽣がどのよう 
 に答えるかで、相⼿の⼈間性が分 
 かりますよね。質問したときに 
 「そんなつまらないこと聞く︖」 
 という⼈と、「それはいい質問だ 
 ね」と⼀⽣懸命説明してくれる⼈ 
 がいたら、やっぱり前者よりは、 
 後者の⽅が良いじゃないですか。 
 だからこのように先⽣との相性を 
 感じ取る機会はあると思うんです 
 よね。 

 ⼤学の教員になった理由 

 ーなぜ企業に就職せず、⼤学教員 
 になろうと思われたのですか。 

  博⼠号を取ったからといって絶 
 対に⼤学教員になれるわけではな 
 いので、進路を考える必要があり 
 ました。ちょうど私が博⼠号を 
 取った1985年頃に「バイオ」とい 
 う⾔葉がやたらと流⾏り、⽇本の 
 いわゆるバイオ研究の企業がブー 
 ムになって、いろんな会社がバイ 
 オ研究を始めました。企業に就職 
 した同級⽣も何⼈かいて、私もそ 
 れを考えたことはありましたが、 
 幸い⼤学から助⼿のオファーを受 
 けたので、そのまま研究の道に進 
 みました。就職に全く気が無かっ 
 たわけではないですね。でも、も 
 ともと⼤学教員が第⼀志望だった 
 から、⼤学教員になろうと思いま 
 した。 

 ー⼤学教員という仕事は、⼤学1年 
 ⽣のときに想像していた通りの職 
 業だったのでしょうか。 

    42,  3  歳  ま  で  は  そ  う  で  し  た。  そ  こ 
 から、だんだん仕事の質が変わっ 
 てきました。もともと実験が好き 
 で、徹夜でも苦にはならなかった 
 です。しかし、私がいた吉⽥研究 
 室の規模がだんだんと⼤きくな 
 り、マネージメントの仕事がすご 
 く多くなって、研究する時間が 
 減ってきました。45歳くらいにそ 
 うなってから、時々「これは私が 

 やりたいと思っていた仕事と 
 ちょっと違うんじゃないか」と思 
 い始めました。学部1年の頃に、 
 「⼤学の先⽣は⾃分の趣味と実益 
 を兼ねて⽣活している」と思って 
 いたのはその⼀⾯を⾒ていただけ 
 で、実はそんなに⽢いものではな 
 いです。研究費も稼いでこないと 
 いけないし、いろいろ⼤変です 
 よ。 
  ただ⼀⽅で、サイエンスの興味 
 が共有できる学⽣さんが増えてき 
 て、彼らが⾯⽩いものを持ってき 
 てくれるので、それを⼀緒に喜び 
 合うことができます。そういう意 
 味では今でもとても楽しく研究を 
 していますよ。だから、先ほどお 
 話した「オフにするたんぱく質」 
 の発⾒を、助教さん達と分かち合 
 えたことは、この仕事をしていて 
 良かったと本当に思いますね。 

 東⼯⼤の良さ 

 ー先⽣が感じた東⼯⼤ならではの 
 魅⼒を教えてください。 

  もともと東⼯⼤は、すごくマニ 
 アックな⼤学だと思っていまし 
 た。すごいと思ったことはいくつ 
 もあります。例えば⼊学試験の監 
 督を勤めていたときに、数学を解 
 く学⽣の姿にいつも感動させられ 
 ました。問題⽂は2⾏ぐらいしか書 
 かれていないのですが、学⽣さん 
 の解答⽤紙を⾒るとすごい量の解 
 答を書いています。さらに、その 
 問題⽂を研究室のテーブルの上に 
 披露すると、おもしろいことに必 
 ず数⼈が集まってきて解き始め 
 る。やはりそういうマニアックな 
 ところはほんとに東⼯⼤らしくて 
 いいなあと思いました。他に東⼯ 
 ⼤の活動で好きなのが、⿃⼈間コ 
 ンテストですね。マイスターはい 
 つもすごいなと思っています。そ 
 れから、ロボコンも東⼯⼤がマサ 
 チューセッツ⼯科⼤学と最初に始 
 めたんですよね。東⼯⼤に来る前 
 から、東⼯⼤はやっぱりすごい 
 な、⾯⽩いなって思いました。つ 
 いでに⾔うと、最近、⽣物よりも 
 機械⼯学に⾏ったほうが⾯⽩かっ 
 たかもしれないと時々思います。 
 私はああいうのが⼤好きなので。 

 ー今でも別の分野に興味が移った 
 りすることもあるのですね。 

  ありますよ。私はすごく好奇⼼ 
 旺盛なので。例えば、はやぶさ２ 
 に関しては１号機のときからすご 
 く楽しみにしていて、１号機が 
 帰ってくるときは、夜中にイン 
 ターネット中継でオーストラリア 

 に降りてくるところをちゃんと⾒ 
 ていました。今回の2号機に関して 
 も「着陸するところを⾒てやる」 
 と意気込んで、夜中の2時に⽬覚ま 
 しをかけて待っていました。そし 
 て、来週（2020年12⽉下旬）には 
 ⽊星と⼟星が最接近する予定で 
 す。あれは絶対に⾃分の眼で⾒て 
 みようと思い、天体望遠鏡を買い 
 ました。世の中で話題になってい 
 ることには⼀通り興味を持つよう 
 にしていて、とにかく⾯⽩そうな 
 ものにはみんな⾸を突っ込んでい 
 ます。そういう気持ちを持ち続け 
 ることが、学者として⽣きていく 
 上できっと⼤事だと思っていま 
 す。 

 関⼼を持ち続ける 

 ーこれから系所属・研究室配属す 
 る学⽣に伝えたいことはあります 
 か。 

  とにかく⾃分が⾯⽩いと思うも 
 のを⾒つけることが⼤事だと思い 
 ます。まず、私達の時代と違うの 
 は、みんなはインターネットで先 
 ⽣のホームページを⾒ることが出 
 来ます。そうすると、それぞれの 
 研究室で⾏われていることが⼀通 
 りわかるわけですよね。その中か 
 ら「これは⾯⽩い︕」という研究 
 を⾒つけ出すことにどのくらいの 
 エネルギーを使うかだと思いま 
 す。よく研究室に学⽣が訪問に来 
 たときに伝えるのですが、卒業し 
 た後で⾃分を振り返ったときに学 
 部1年、2年で習ったことを覚えて 
 いる⼈はまずいません。だけど学 
 ⼠4年次に⾏った研究や、修⼠で 
 ⾏った研究は⼀⽣記憶に残ってい 
 るはずです。ということは卒業研 
 究や修⼠での研究は⼤学で学んだ 
 中で占めている割合がものすごく 
 ⼤きいということです。そうする 
 と、そのときに何を学べるかとい 
 うことをちゃんと選別することが 
 すごく⼤事です。そのためには系 
 所属、研究室所属を考えるとき 
 に、どの先⽣が何をやっているの 
 かを下調べすることはものすごく 
 ⼤事です。 
  それに加えて、先ほど話をした 
 通り、研究室では多くの時間、⽣ 
 活を共にするので、「この⼈に⾃ 
 分の⼈⽣を預けられるか」を直接 
 先⽣に会って、考えることは⼤事 
 です。もしも、訪問されて迷惑が 
 る先⽣がいたら、その先⽣はやめ 
 ておいた⽅が良いとたぶんなりま 
 すよね。 
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 ー  ありがとうございます。こうい 
 う状況では、なかなか研究室 
 訪問することが難しい部分もあり 
 ますが、多くの教授と話すことは 
 ⼤事だと感じました。 

    ええ。でもどこからでも話すこ 
 とができるZoomが定着したこと 
 で、以前よりは話しやすくなって 
 いる⾯もあると思います。だから 
 ⾃分でURLを作って、先⽣に⾯談 
 をお願いするくらいやったって良 
 いんですよね。しかも、オフィス 
 に居る時間だけでなく、出張先で 
 も構わないのです。先⽣と是⾮お 
 話したいと⾔ったら、「今⼤阪出 
 張だけど、夜のこの時間なら空い 
 ているから話できるよ」みたいな 
 ことができたら良いですよね。 

 ーポジティブに考えられたらいい 
 ですよね。 

    そうそう。実際、私は現在6⼈の 
 ⽣命理⼯学院1年⽣のアカデミック 
 アドバイザーを務めていて、彼ら 
 と4⽉から話をしています。彼らの 
 中には、⾹川の⾃宅から参加して 
 いる学⽣もいるが、みんなちゃん 
 とドロップアウトしないで今まで 
 勉強してきています。こういう環 
 境をうまく活かすと良いと思いま 
 すね。 

 ー研究室を選ぶ際に⾃分が⾯⽩い 
 と思うことと巡り合うまで、エネ 
 ルギーを使い続けるというお話が 
 印象に残りました。 

    でも最後はやはり⼈と⼈ですか 
 らね。やはり⼈と⼈っていうのが 
 ⼀番⼤事なので、そこの親和性は 
 ⼤事にした⽅が良いと思います 
 ね。 

 ーHPを⾒るとある程度分かるの 
 で、「直接話を聞かなくても⼤丈 
 夫だ」と思いがちですが、やはり 
 直接話し合うことが重要なのです 
 ね。 

  HPに書いてあることだけでは、 
 絶対に分からないんですよ。例え 
 ば私は研究室⾒学会で、研究の話 
 が終わった後、私の研究室の学⽣ 
 と話すように必ず⾔っています。 
 というのも、私が⾃分の研究室を 
 良く⾔っているだけで、実は研究 
 室の学⽣さんはそう思っていると 
 は限らないからです。だから必ず 
 「学⽣と話をして、理解をしてく 
 ださい」と⾔っています。 
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 がんの診断薬の研究 

 ー先⽣の現在⾏われている研究内 
 容を教えてください。 

    がんの治療薬や診断薬の基礎的 
 な研究をしています。その中でも 
 特に、腫瘍の中の低酸素領域を中 
 ⼼に研究をしています。がんの中 
 には酸素濃度がすごく低い領域が 
 あり、そこはがん細胞にとっても 
 ⽣存しにくい環境です。そういう 
 ⽣きにくい環境を脱して、良い環 
 境に移るために、がん細胞は動き 
 やすい性質を⾝につけます。この 
 がんの性質が、⽇本⼈の1番の死亡 
 原因となっている転移に関係して 
 います。このように、低酸素領域 
 があるためにがんが悪性化して転 
 移し、⽣命を脅かすような疾患に 
 なっています。そのため悪性化に 
 ⾮常に関係のある領域の基礎的な 

 研究をすることで、がんの治療に 
 繋げていきたいというのが、私の 
 研究の⽬的です。主に⾏っている 
 ことは、低酸素状況にあるがん細 
 胞を、早く⾒つけるための診断薬 
 の開発です。皆さんの⾝近にある 
 「光」を使って、悪性化したがん 
 を早く⾒つけるような⽅法を⽤い 
 た診断薬を開発しています。これ 
 は離島やへき地等の⼤きな病院が 
 ない地域でも、診断ができるよう 
 な機器の開発にも繋がると思いま 
 す。また機械系の先⽣と⼀緒にそ 
 のような診断をするための機器の 
 開発も⾏っています。 

 薬の開発に携わりたい 

 ーなぜ岐⾩薬科⼤学の薬学科に進 
 学されたのでしょうか。 

    私は⼦供のころから体が弱く、 
 よく⾵邪をひいたり、熱を出して 
 寝込んだりしていました。特に⼩ 
 児喘息で体が弱かったこともあ 
 り、お薬にすごく依存した⽣活を 
 送っていました。そのため、 
 「薬ってすごく⼤事だな」と思い 
 ながら⼦供時代を過ごしました。 
 また何か⼈の役に⽴つ職業に就き 
 たいという思いもあり、地球の裏 
 側にいる⼈でも助けられる、薬の 
 開発をしたいと考え、薬学系に進 
 みました。 

 ーなぜ岐⾩の薬科⼤学に進まれた 
 のですか。 

  私の場合、両親から「⾼校まで 
 は義務教育だと思っているから⾏ 
 かせてあげるが⼤学は⾃分のお⾦ 
 で通いなさい」と⾔われ、⼤学の 
 学費を⽀援してもらうことができ 
 ませんでした。そのため志望を国 
 公⽴に絞って受験することにし、 
 最終的に、合格した市⽴の岐⾩薬 
 科⼤学に⼊学することになりまし 

 た。 

 ー⽂系の学部に進むことは全く考 
 えていなかったですか。 

  ⽂系は全然考えていなかったで 
 すね。暗記科⽬よりも化学や物理 
 が好きで、⾃分に向いているなと 
 思いました。暗記科⽬はとても苦 
 ⼿で、例えば歴史では、名前を覚 
 えるのがなかなか⼤変でそこで挫 
 折してしまいました(笑)。 

 1年時の⽣活 

 ー⼤学1年⽬のときはどのように過 
 ごされましたか。サークル・部活 
 動、⾃主的な学習が系所属に与え 
 た影響や、部活が研究に活かされ 
 た経験などはあるでしょうか。 

  今東⼯⼤には専⾨の講義だけで 
 なく、リベラルアーツの講義も受 
 けられて、とても興味がそそられ 
 るような授業がたくさんあると思 
 います。⼀⽅で私が⼤学⽣の時代 
 は、⼤学教育が今ほど注視されて 
 いなかったように思います。先⽣ 
 は10年来使っているような古い講 
 義ノートで、毎年同じような講義 
 をするというのが普通に⾏われて 
 いて、先輩からノートを借りれば 
 授業を受けなくても内容はわかっ 
 てしまいます。要するに試験をパ 
 スするだけだったら授業に出なく 
 てもいい講義でした。そういうわ 
 けで、私は1年⽣の時にあまり熱⼼ 
 に受講していなかった記憶があり 
 ます。また、1年⽣の時に交通事故 
 にあってしまい、8か⽉ほど⼊院し 
 ていました。なので、1年⽣の授業 
 は途中までしか受けておらず、残 
 りの授業は先程⾔ったような⼿法 
 で試験はパスしました(笑)。我々の 
 ころは、「とりあえず試験にパス 
 すればいいか」という感じの⽣活 
 しかしてこなかったので、あんま 
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 り参考にならなくて申し訳ないで 
 す(笑)。 
  今の東⼯⼤のカリキュラムは、 
 教育改⾰が⾏われてから年⽉が 
 経っていないので、まだ改善の余 
 地はありますが、⽬的に向かって 
 先⽣⽅も努⼒されていますし、内 
 容もどんどん良くなっていると思 
 います。⾝になる講義だと思いま 
 すので、しっかり受けていただけ 
 るのが良いのかなと思います。私 
 が学⽣のころにそういう授業があ 
 れば真剣に受けたと思います。昔 
 とは全く違う環境にあるので、皆 
 さんには是⾮貪欲に吸収していっ 
 てもらえたら  な  と思います。 

 ー8か⽉⼊院されていたとのことで 
 すが、その間は休学をなされてい 
 たのですか。 

    休学はしていなかったですね。 
 ⼊院しながら過去のノートで勉強 
 し、試験だけは受けに⾏ってパス 
 できました。 

 部活動の経験 

  ⼤学では剣道部とESSという英 
 会話倶楽部に所属していました。 
 また、家庭教師と塾のチューター 
 のアルバイトもしていました。先 
 ほども⾔いましたように、⽣活費 
 と学費を⾃分で稼ぐ必要があった 
 ため、授業と部活動以外の時間 
 は、⼟⽇も含めてほとんどアルバ 
 イトをして過ごしていました。 

 ー剣道やESSでの活動が、進路選 
 択に与えた影響はありましたか。 

    はい。英語は全然得意ではな 
 かったのですが、英語でコミュニ 
 ケーションをとることには中学⽣ 
 のころから興味があり、将来的に 
 は、英語を使って何かしたいと 
 思っていました。我々のころは、 
 外国⼈と話すどころか、英語を聞 
 く機会がほとんどなく、ラジオの 
 英会話の番組を毎⽇聞いてとりあ 
 えず⽿をならすしかありませんで 
 した。 
  実際に⼤学を卒業後、すぐに留 
 学することになりましたが、1年⽣ 
 の時に参加したESSの活動を通じ 
 て、外国⼈とも英語で話すことに 
 慣れていくうちに、少しずつ会話 
 ができるようになったので、留学 
 に役に⽴っているとは思います。 

 ーがんのご研究は、学⼠課程のこ 
 ろからされていたのでしょうか。 

    学⼠課程のころは薬理学に関す 
 る研究をしていました。講義で准 
 教授の先⽣が⾃分の研究を楽しそ 

 うに、しかもその結果が広く世の 
 中のためになると熱⼼に語ってい 
 ました。それを聞いて、「研究っ 
 てすごく⾯⽩いんだな」と思うと 
 ともに、先⽣の話と私の考えが 
 マッチしていると感じました。講 
 義を聞いた後にその先⽣の研究室 
 に⾏って「是⾮研究に加えてくだ 
 さい」とお願いしたくらい、すご 
 く感動したのを覚えています。し 
 かし薬理学の研究室は動物を使う 
 ことが多いので、基本的に⼥⼈禁 
 制でした。⼥性はこの研究室に⼊ 
 れないと⾔われてしまったのです 
 が、何回も何回も押しかけていっ 
 て例外的に⼊れていただきまし 
 た。 

 学⽣らしいことがしたかった 

 ー⼤学在学中の失敗経験などがあ 
 れば教えていただけますか。 

  学⽣らしいことがしたかったと 
 思っています。娯楽が何⼀つでき 
 ていなかったという反省があっ 
 て、もうちょっと友達といろんな 
 アクティビティができていたら、 
 もっと打ち解けて、もう少し豊か 
 な学⽣⽣活だったと思います(笑)。 
 その時は全⼒でやったと思うので 
 悔いはないですが、何かもう 
 ちょっとできなかったかなと思う 
 のはそこですね。 

 ーそうですよね。今もコロナ禍と 
 いう状況で、学⽣らしいことがで 
 きていない⼈も多いと感じます。 

 免疫への興味 

 ーどのように学科や研究室を決め 
 ましたか。またなぜ海外の⼤学院 
 に進学されたのでしょうか。 

    ⾻折で⻑い間、整形外科に⼊院 
 した経験がありました。そこに 
 リュウマチの患者さんがいらっ 
 しゃいました。リュウマチという 
 のは⾃⼰免疫疾患のひとつで、⾃ 
 分の免疫で⾃分を攻撃してしまう 
 疾患のことです。⾒る⾒るうちに 
 体が弱り、最後には⾸が⽀えられ 
 なくなりお亡くなりになる、そう 
 いう悲惨な疾患です。そういう⽅ 
 を近くで⾒ているうちに免疫の⼤ 
 事さを認識し、興味を持つように 
 なりました。そのような経緯があ 
 り、薬理学の中でも免疫に特化し 
 た創薬開発をする研究室に⼊りま 
 した。すごく免疫に興味があった 
 ので、そのような分野で創薬に携 
 わりたいと、ぼんやりと思ってい 
 ました。 

 アメリカで最先端を学びたい 

    留学を決めた理由は、当時⽇本 
 よりもアメリカが免疫分野では⼤ 
 きく進んでいたからです。今は 
 2019年に本庄先⽣がノーベル賞を 
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 取られたように、免疫分野は⽇本 
 が最先端ですが、その当時はまだ 
 アメリカの⽅が進んでいました。 
 なので、是⾮その最先端で勉強し 
 てみたいと思い、留学を決意しま 
 した。 
  ただ、いったん留学を決めたも 
 のの、⽇本でも苦学⽣だったの 
 に、留学なんてできないじゃない 
 かと、留学費⽤をどう捻出するか 
 思案する毎⽇でした。奨学⾦も探 
 したのですが、良いものに巡り合 
 えない時間が続いていました。な 
 んとか、短期留学を⽀援するロー 
 タリー財団の奨学⾦を⾒つけ、申 
 し込むとお⾦を出して頂けるとい 
 うことになりました。しかし、そ 
 こからも⼤変でした。今みたいに 
 インターネットがあるわけではな 
 いので、わざわざ名古屋の領事館 
 に⾏って⼤学に関する情報を収集 
 したり、夜⾏列⾞で東京に⾏って 
 試験を受けたりしました。授業 
 そっちのけで30か所ぐらいに願書 
 を送り、そのうち数か所から来て 
 も良いと返事を頂きました。しか 
 しロータリー財団の奨学⾦の⽬的 
 が⽇⽶友好交流への促進だったの 
 で、⽇本⼈学⽣がいる⼤学には⾏ 
 けないと⾔われました。そのため 
 ⽇本で良く知られているような⼤ 
 学には⾏くことができず、最終的 
 にニューヨーク州のオルバニーに 
 ある医科⼤学に⾏きなさいと⾔わ 
 れました。1年が経過すると⽇本に 
 帰ってくる必要がありました。し 
 かし修⼠号取得のために、ロータ 
 リー財団にお願いして、留学の期 
 間を3年間に延ばしていただきまし 
 た。費⽤は1年分しか出なかったの 
 で、追加の費⽤はなんとか⼯⾯し 
 て、3年間で修⼠を卒業して帰って 
 きました。 

 ⼤学院⼊学を断られる 

 ー学部時代の研究室所属のときに 
 先⽣から性別を理由に⼀度断られ 
 た経緯があったと思いますが、⼤ 
 学院の研究室ではそのようなこと 
 はありませんでしたか。 

    ダメでしたね。学⼠のときは准 
 教授の先⽣にお願いをして、准教 
 授の先⽣から教授の先⽣にいろい 
 ろお話してくださったみたいで、 
 ⼊れて頂いたのですが、⼤学院は 
 絶対にダメだと⾔われました。そ 
 れが留学をした1つの動機ではあり 
 ます。その時は⼥性よりも男性の 
 学⽣をとりたいっていう希望は強 
 かったですね。 

 就職活動 

 ー修⼠課程の修了後、⼤阪⼤学の 
 博⼠課程に進学されましたが、な 
 ぜ企業に就職するのではなく⼤学 
 で研究を続けていこうと思われた 
 のですか。 

    製薬会社の就職を勧められて、 
 試験を受けに⾏ったことがありま 
 す。そこで「⼥性は⾼卒だろう 
 が、短⼤だろうが、有名⼤学出⾝ 
 だろうが、学位を持っていようが 
 同じです」と⾔われました。今そ 
 んなことを⾔ったら⼤変なことに 
 なりますけど、その当時は募集要 
 項にも「男性のみ」と書ける時代 
 でした。「教授の紹介だから⼀応 
 ⾯接はするが、特に必要ではな 
 い」という⾔い⽅をされてしまっ 
 たので、「結構です」とこちらか 
 ら辞退しました。したがってその 
 当時は良いチャンスがなかったと 
 ⾔いますか、受け⼊れてくれる企 
 業はなかったです。⾃分の中では 
 ⽬的がしっかりしていて、創薬の 
 研究をしたいという気持ちも強 
 かったので、研究室の先⽣が続け 
 ても良いと⾔ってくれる限りは研 
 究室で実験を続けようと思いまし 
 た。 

 医⼯連携 

 ー先⽣が感じた東⼯⼤ならではの 
 魅⼒を教えてください。 

    東⼯⼤に来る前は京都⼤学付属 
 病院の臨床の研究室で基礎研究を 
 していました。そのときに医学部 
 の先⽣と⼯学部の先⽣が連携して 
 ⼯学系の技術を医療に活かす医⼯ 
 連携が盛んになり始めました。京 
 都⼤学ではそのような⼤きなプロ 
 ジェクトが始まったころだったの 
 です。そこでチームリーダーを務 
 め、⼯学系の技術を間近で⾒てい 
 ると、⽣命系の我々が本当に必要 
 としている治療や診断にはこうい 
 う⼯学系の技術が不可⽋だと思い 
 ました。そのような意味で⽣命に 
 興味があり、なおかつ物理と化 
 学、⼯学の基礎的な知識がある学 
 ⽣さんがいる東⼯⼤の環境は⼈材 
 育成にはうってつけだと思いま 
 す。私は医⼯連携をすごく重視し 
 ているので、学⽣さんにもそうい 
 うところに興味を持っていただけ 
 たら良いなと思っています。 

 ー逆に東⼯⼤⽣に対して改善して 
 ほしい点はありますか。 

    研究室で触れ合っている学⽣を 
 ⾒ていると、潜在的な能⼒が素晴 
 らしく、伸ばそうと思えばいくら 

 でも伸ばせる、素晴らしい学⽣さ 
 んがいっぱいいるところだと思っ 
 ています。もちろん積極的に⾃ら 
 動いてくれる学⽣さんもいっぱい 
 いますが、特に男⼦学⽣が消極的 
 なのがすごく気になっています。 
 ⼥性がはっきりものを⾔い、ちゃ 
 んと⾃分で⾏動している場⾯はよ 
 く⾒かけますが、男⼦学⽣はとて 
 もおとなしくてすごく冷静で、熱 
 意が伝わってこないことがありま 
 す。もちろん⼼の中には熱意があ 
 ると思います。ただ、もうちょっ 
 と⾃分のしたいことをはっきり表 
 現しても良いといつも思っていま 
 す。 
  最終的にいろいろ刺激を与えて 
 いろいろやってあげると、皆さん 
 能⼒を持っていると毎年感じてい 
 ます。ですので、いろんなことを 
 ⾒て、いろんなことを聞いて、早 
 く「本当にこれは⼀⽣やっても続 
 けられるもの」を⾒つけて、取り 
 組んでいただければと思っていま 
 す。 

 ⾷わず嫌いをしない 

 ー⾃分が将来何年にもわたって向 
 き合える専⾨分野を、⼤学に⼊学 
 してすぐにでもいろんなところを 
 ⾒て⾒つけることが⼤事なのです 
 ね。 

    もし興味がある研究室があった 
 ら、どんどん訪問して直接話を聞 
 きに⾏けば良いと思っています。 
 やはり⾃分で⾒たり聞いたり触っ 
 たりしないと、実感が湧かないと 
 思います。⾷わず嫌いをするので 
 はなく、いろいろな分野に興味を 
 持ってほしいです。例えば、機械 
 系の⼈の中にはロボコンにあこが 
 れて⼊学した⼈もいると思いま 
 す。しかし、機械と⽣命が全く関 
 係ないかというと、そうではない 
 と思います。京⼤で進めていた医 
 ⼯連携でも、キヤノンの研究員の 
 ⽅が研究をされていたのですが、 
 その⽅は機械系出⾝でそれまで⼀ 
 切⽣命のことを勉強したことがな 
 かったそうです。将来そういうこ 
 ともあるかもしれない。そのとき 
 に少しでも⽣命のことを勉強した 
 という記憶があれば、そこのハー 
 ドルが下がると思います。学⽣さ 
 んは若いから、何でも取り組んだ 
 らできる器⽤さがあると思います 
 が、年齢が上がると、だんだん頭 
 が固まってきてすごくハードルが 
 ⾼くなっちゃうんですよ。若い時 
 にいろんなことに触れておけば、 
 年を重ねても新しいことにチャレ 
 ンジするときにハードルがかなり 
 低くなると思います。だから今与 
 えられていることが将来何に役⽴ 
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 つかは分かりませんが、とりあえ 
 ず、⾷わず嫌いをせずに⾷べてし 
 まうことが私は良いと思っていま 
 す。 

 ー今、例えば研究室に⼥性だから 
 ⼊れないということは、少なくと 
 もあからさまにはないと思いま 
 す。しかしそのなかでも東⼯⼤は 
 ⼥性の学⽣が少ないのはなぜだと 
 お考えですか。 

    これすごく⼤事な問題だと思い 
 ます。やはり育ってきた環境、つ 
 まり「⼦供のころから⼥の⼦はお 
 ままごと、男の⼦はプラモデル」 
 というステレオタイプを意識的に 
 与えられる環境で育っていること 
 も⼤きな要因だと思っています。 
 だから男⼥の能⼒的な差はないと 
 思いますが、「⼥性は機械とか建 
 築とかには向かない」という意識 
 を持った⼈たちがそういう育て⽅ 
 をすると、そういう意識が刷り込 
 まれてしまい興味が湧かないとい 
 う⼥性が多かったりするのではな 
 いかと思います。ですので、⾼校 
 までの教育がむしろ⼤事だと思い 
 ます。 

 興味や志向を⾒つけてほしい 

 ーこれから系所属・研究室配属す 
 る学⽣に伝えたいことはあります 
 か。 

  なるべく多くのものに触れて、 
 早く⾃分の興味や志向を⾒つけて 
 ほしいと思っています。それがあ 
 る程度⾒つかった時点で研究室配 
 属にいければ、⾃分の進路に⾮常 
 に関係のある研究室を⾃らの思考 
 で選べると思います。それがない 
 と、引きずられて「⼈気が⾼い研 
 究室」や、「就職に有利な研究 
 室」といった選び⽅をしてしまい 
 ます。ただ、⾃分が志望する研究 
 室にいけない場合もあると思いま 
 す。その場合でも⾃分の志向を持 
 ち続け、そこで学べることを精⼀ 
 杯学ぶと将来の役には絶対⽴つは 
 ずです。先ほど⾔ったように何が 
 役に⽴つかわからないので。 

 あらゆることに挑戦してほしい 

  学⽣の間は、特権として失敗が 
 許されると思います。どんな失敗 
 をしても怒られることがなく、無 
 責任にたくさんのことを試みるこ 
 とができる唯⼀の機会です。です 
 から、いろんなことに挑戦して失 
 敗して、「⾃分はこんなことが不 
 向きだ」とわかるだけでも良いと 
 思います。とりあえずありとあら 
 ゆることに挑戦して、⾃分のでき 

 ること・できないこと・嫌なこ 
 と・好きなことがある程度わかる 
 ような、いろんなことにチャレン 
 ジしてみると良いと思います。是 
 ⾮いろんな失敗をして、失敗から 
 ⽴ち上がるという経験をしてほし 
 いです。 
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 ⽕⼭研究 

 ―先⽣の現在⾏われている研究内 
 容を教えてください。 

    ⽕⼭で爆発する原因となってい 
 るマグマ中のガス成分について研 
 究している。そのなかでも、塩素 
 Clが特に重要で、その測定法を 
 探っている。60年ほど前に定量法 
 として⼀度確⽴し、JIS規格にもそ 
 の⽅法が載ってはいるが、⽔銀や 
 重⾦属を使⽤するため、その⽅法 
 は現在禁⽌されている。最近にな 
 りそれらを全く使わない⽅法がわ 
 かってきたので、その⽅法を使っ 
 て実際に⽕⼭活動の噴出物を分析 
 している。 

 天然で起こる中和反応 

  僕が学⽣のときに酸性の熱⽔と 
 海⽔の間で発⽣する天然の中和反 
 応を知り、とても⾯⽩いと思っ 
 た。海⽔は弱アルカリ性なので、 
 酸性の熱⽔が反応するだけで天然 
 の中和反応が起きて沈殿物ができ 
 る。僕の指導教員がそのような研 
 究をされていて、講義のときに教 
 えて頂いた。当時は天然で中和反 
 応が起こるなんて知らなかったの 
 で、本当に⾯⽩かった。 
  そして、その研究が海底⽕⼭の 
 研究に発展した。海底⽕⼭の場合 
 は地震計も傾斜計も設置すること 
 ができないので、噴出してきた物 
 質のみで⽕⼭活動を把握する。噴 
 出する熱⽔やガスを採取すること 
 はできないが、熱⽔と海⽔間の中 
 和反応で⽣じる沈殿物が⽕⼭活動 
 の状況を反映している。つまり⽕ 
 ⼭活動が活発なときに出てくるも 
 のと、活発でないときに出てくる 
 ものとでは化学組成が異なる。航 
 空機で⽕⼭の上からその沈殿物を 
 ⾒て、僕らはその⽕⼭活動にどん 
 な変化が起こっているかを判断し 
 ている。 

  その研究は僕の先⽣が始めて、 
 僕が沈殿物で⽕⼭活動の活発さを 
 判断する段階へ結びつけたこと 
 で、実験が実った。この研究は他 
 では⾏われていないので、東⼯⼤ 
 での永年の研究成果が世界のトッ 
 プランナーなんですよ。 

 ―海底⽕⼭から発⽣する化学物質 
 を分析してその違いから⽕⼭活動 
 を把握するという⽅法は、地上の 
 ⽕⼭にも有効なのでしょうか。 

    普通の陸域の⽕⼭の場合にはな 
 かなかそういう現象は起こらな 
 い。その現象を誰も⾒たことがな 
 かったので、みんな⾯⽩がったん 
 だよ。 

 ―先⽣は草津で研究をされている 
 と思いますが、草津以外の⽕⼭も 
 研究されているのでしょうか。 

    陸域では草津に限らず、噴出物 
 の組成を調べたりしている。昔、 
 僕が就職したときに、全国地球観 
 測移動班というポジションに就い 

 た。そこで北海道から沖縄まで⼩ 
 笠原も含めて地球化学の観測をす 
 るというミッションがあり、⽇本 
 中のガスを測りまくっていた。そ 
 ういう化学の観測をやることがぼ 
 くらの基本的なミッションだっ 
 た。だから、草津に限らず、雲仙 
 や桜島でも研究をしている。 

 ⽕⼭観測の種類 

  ⽕⼭活動の観測には物質観測と 
 物性観測という２種類がある。地 
 震の発⽣や地盤の傾きは物性観測 
 で検知する。⼀⽅、物質観測は⽕ 
 ⼭から何が噴出しているのかをき 
 ちんと測る。物性観測はリアルタ 
 イムかつ24時間連続で測れるとい 
 う強みはあるが、どういうもの 
 が、どのくらい出てきているか、 
 どういう組成なのかをきちんと測 
 る物質化学の観測は絶対に⽋かせ 
 ない。 
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 ―⽕⼭の物質科学の研究をされて 
 いる⽅は世界で何⼈程度いらっ 
 しゃるのですか。 

    僕が把握している限り、百⼈の 
 桁でしょうね。ただ研究を進めら 
 れるかは、その国としてのインフ 
 ラの状況によるので地域ごとの⼈ 
 数の偏りはあり、研究者のコミュ 
 ニティとしてはそんなに多くない 
 と思います。 

 ―インフラとは例えばどういった 
 ものでしょうか。 

    たとえば、⾮常に純度の⾼い試 
 薬を頼んで、すぐ⼿元に届く国は 
 そうない。そういう意味で⽇本は 
 特殊なんだよ。物性観測は地震計 
 さえ置けばインフラが整っていな 
 い場所でもできるが、物質観測は 
 そういうわけにもいかない。だか 
 ら分野によってできることが違う 
 と僕は思っている。 

 岡⼭⼤学へ進学 

 ―野上先⽣が岡⼭⼤学の理学部に 
 進学された理由を教えてくださ 
 い。 

    単に家から近い総合⼤学だった 
 ので、そこに⾏った。別に特定の 
 先⽣に習いたいということはな 
 かったが、強いて⾔えば岡⼭⼤学 
 理学部地学科のなかに地球化学の 
 コースがあったからだと思う。岡 
 ⼭⼤学は変わっていて、地質と地 
 球物理と鉱物学教室と地球化学教 
 室の4つが存在した。これは、かな 
 り珍しい。もともとフィールドサ 
 イエンスが好きだったということ 
 もあり、ここを選んだ。 

 ボーイスカウトでの経験 

 ―⼤学へ進学する前からフィール 
 ドワークに興味があったのです 
 か。 

    10歳のときからボーイスカウト 
 をしていた。中学2年⽣のプログラ 
 ムで星を観察したときに「同年代 
 やちょっと下の⼦に対してどの星 
 が何かを説明しろ」と指導者に⾔ 
 われた。ところが何もないところ 
 で、「あの星はね」と説明するの 
 は難しいでしょ。今みたいにレー 
 ザーポインタがあればできるけ 
 ど、ないとできない。あの体験を 
 フィールドでしたときに、フィー 
 ルドサイエンスというものは現場 
 で教える分には⾯⽩いが、無茶苦 
 茶難しいと感じた。そういう経験 
 を通じて、フィールドサイエンス 
 は⾯⽩そうだと思った。 

 ⽕⼭に興味を持ったきっかけ 

 ―⼊学時点で⽕⼭を専攻しようと 
 は思っていなかったのですか︖ 

    僕は地球化学科に⼊学したが、 
 そこの先⽣は鉱物学でとても有名 
 な先⽣だった。しかし⼤学2年⽣に 
 なったときにお辞めになられ、そ 
 の先⽣の代わりに東京⼯業⼤学か 
 ら⼩坂先⽣という無機材料⼯学の 
 先⽣が来られた。その先⽣は地球 
 化学会・⽕⼭学会の巨⼈と呼ばれ 
 ていた。僕はその先⽣の授業で熱 
 ⽔と海⽔との中和反応を教えても 
 らい「これは⾯⽩いな」と思っ 
 た。つまり最初から⽕⼭を専攻し 
 たかったわけではなく、たまたま 
 そこに⽕⼭の先⽣が来られただけ 
 なんだよ。 

 ―⼤学1年⽬のときはどのように過 
 ごされましたか。 

    ボーイスカウトの指導者をして 
 いたので、サークルには⼊ってい 
 なかった。同じ⼤学で同じ年齢層 
 で固まるということはなかった 
 が、学外でなおかつ年齢層が広 
 く、いろんな価値観を持った⼈た 
 ちがいるところで多くのことを経 
 験できた。 

 学問分野を⾃分で決定する 

 ―⼊学後に、もともとの興味とは 
 違うことを専攻する学⽣もいます 
 が、野上先⽣ご⾃⾝は変わらな 
 かったのですか。 

    それはなかった。東⼯⼤の⼊学 
 のシステムと岡⼭⼤学の⼊学のシ 
 ステムが違うから。東⼯⼤は学院 
 で⼊学するでしょ。そうなると必 
 然的に⼤学に⼊ってから専⾨を選 
 ぶということになる。東⼯⼤の場 
 合は「⼤学に⼊ってからきちんと 
 勉強して選びなさいよ」という考 
 え⽅だよね。岡⼭⼤学の場合は、 
 「⼊学前にこれを勉強したい」と 
 思って⼊る。東⼯⼤の⽅が、⼊学 
 後に選択肢を広げられるので、余 
 裕があるはずなんだよね。だから 
 こそ１年⽣のときに⼤変なんです 
 よ。たくさんの授業の中から、た 
 くさん履修して「これが⾯⽩そう 
 だ」と⾃分で決定する以外にな 
 い。ネットの情報ではなく、「こ 
 れはこういう学問分野なんだ」と 
 いうことをきちんと勉強すること 
 が１年⽣のときにはすごく重要で 
 はないかなと思う。だから「これ 
 も⾯⽩そうだな、あれも⾯⽩そう 
 だな」と思っていることは悪いこ 
 とではない。 

 29 



 ―選択の時期が早い⽅が、より早 
 い段階からその分野に専念できる 
 というメリットもあると思いま 
 す。 

    所詮１年⽣のときは、成績で割 
 り振られるわけだよね。⾏きたい 
 ところを早く決めることも⼤事だ 
 が、ある程度成績が良くないとモ 
 ノが⾔えない。だから、授業の勉 
 強も⼤事だよね。ガチで勉強して 
 ないのに、「僕これがやりたいで 
 す」はちょっとね。だって⼊って 
 来るまでに受験勉強で⼀⽇中勉強 
 したわけでしょ。じゃあ⼊学後に 
 なぜそれができないのか不思議に 
 思う。そう思わない(笑)︖ 

 ―そう思います。野上先⽣から⾒ 
 て、そういう学⽣が多いですか︖ 

    割り振られるときに⾏きたいと 
 ころに⾏けなかった⼈は、結構多 
 いんじゃないかな。きちんと勉強 
 していたのかと思う。僕は⼤学⽣ 
 のときに1⽇8時間以上勉強してい 
 たからね。もちろん⼤学の勉強以 
 外にもやることはたくさんあっ 
 て、それは⼈間としての幅を広げ 
 るためにすごく重要だが、学⽣さ 
 んの本業はきちんとしてもらわな 
 いとね。教科書に書いてあること 
 を勉強することは重要なことでそ 
 れはみんなできることだが、そう 
 じゃないことを、例えば外国語を 
 勉強するとかも良いと思う。 

 海外で知恵を育む 

 ―⼤学在学中にしておけばよかっ 
 たことなどの⼼残りがあれば教え 
 て欲しいです。 

    それは留学。できてないんだ 
 よ。もちろん就職してからも忙し 
 すぎてできていない。最近は、 
 「なんで⽇本から海外へ来るん 
 だ」、「よっぽど⽇本の⽅が良 
 い」と⾔う⼈がいる。だが、不⾃ 
 由さを知ることは、⼤事なことだ 
 と思う。例えば、海外で実験を⾏ 
 う場合、必要な試薬がすぐに届か 
 ないことがよくある。そういう状 
 況では知識があっても、⼯夫する 
 知恵がないと話にならない。知恵 
 を振り絞ってどうにかする必要が 
 ある。学⽣時代のうちに留学をす 
 ると、そうした不⾃由な状況を乗 
 り越えるための知恵を働かせる経 
 験ができると思う。僕はそれがで 
 きなかったので、⼼残りかな。 

 ―海外に⾏かないと知恵が得られ 
 ないのですか︖ 

    知識なんてものは、世界中どこ 
 へ⾏っても変わらない。でも知恵 
 は、その⼈⾃⾝が育むもの。知識 
 と知識をリンクさせて困難なこと 
 を可能にする知恵は、ある程度ト 
 レーニングを積まないと向上しな 
 い。研究をする上で⽇本よりも⼤ 
 変なところが多いので、海外に⾏ 
 くことは良い経験になるというこ 
 と。 

 学⼠課程から博⼠課程までの進路 
 選択 

 ―⼩坂先⽣との出会いがきっかけ 
 で⽕⼭に興味を持ち、そのまま先 
 ⽣の研究室に⼊られたのでしょう 
 か。 

    うん。僕は、もともと地球化学 
 を学びたくて⼤学に⼊った。その 
 後、学部2年⽣のときに、偶然にも 
 東⼯⼤を退職された⼩坂先⽣が岡 
 ⼭⼤学に来られた。そして、研究 
 室所属をするときには、地球化学 
 には⼩坂研究室の1つしかなかった 
 ので、そこを希望した。 

 ―その後、岡⼭⼤学で修⼠課程を 
 修了され、博⼠課程に進む際に、 
 東⼯⼤へ移られましたが、なぜ移 
 られたのでしょうか。 

    それは、ちょうどそのときに⼩ 
 坂先⽣が岡⼭⼤学を定年で辞めら 
 れたから。実は僕、博⼠課程に⾏ 
 く気はなく、修⼠課程卒業後は就 
 職しようと思っていた。だが、企 
 業の⼈が研究室を訪問し、「この 
 ⼈（野上先⽣）はどこに就職され 
 るんですか︖」と⼩坂先⽣に聞い 
 たとき、先⽣は「野上は就職しま 
 せん」と勝⼿に⾔っちゃった(笑)。 
 企業の⼈は「触れちゃいけない⼈ 
 だな」と思って、そこから先は絶 
 対に話しかけられることはなかっ 
 た。その代わりに、東⼯⼤の博⼠ 
 課程への進学の話が持ちかけられ 
 た。だが、それが完全に罠（笑） 
 だった。そこから僕の進路が意図 
 しないところで決まっていった。 

 ―罠とはどういうことですか︖ 

    東⼯⼤博⼠課程に⼊学した時点 
 で、僕は既に草津の⽕⼭流体研究 
 センターに就職がほぼ決まってい 
 た。博⼠課程に進む前は、「(博⼠ 
 課程の）3年が終わったら君の好き 
 なようにして良い」と⼩坂先⽣は 
 おっしゃったが、全然そんなこと 
 はなく、就職先が既にほぼ決まっ 
 ていた。今では到底考えられない 

 ようなことが当時はあったんだ 
 よ。 

 ―それではもともと⼤学教員にな 
 ろうとは思っていなかったのです 
 か。 

    ⼤学教員になるためのハードル 
 がすごく⾼かったので、全く考え 
 ていなかった。当時はドクターの 
 数は⾮常に少なかったが、ドク 
 ター修了後のポストがそれ以上に 
 少なく、オーバードクターが問題 
 視されていた時代だった。ポスト 
 ドクターも当時はなかった。僕の 
 専⾨分野の規模が⼤きくなかった 
 こともあり、⼤学の教員になるこ 
 とは難しいと思っていたから、教 
 員になる選択肢はなかった。しか 
 し、博⼠課程を通して、僕しかで 
 きない分野がいっぱいできてし 
 まった。だから、博⼠課程後も⼤ 
 学に残ることになった。 

 教員の⽴場から、今の学⽣を⾒て 
 感じること 

    教員という⽴場から、今の学⽣ 
 さん、特にドクターの学⽣さんを 
 ⾒ていると研究している内容の幅 
 が⾮常に狭いと感じる。これは⽇ 
 本科学界の危機だと僕は思ってい 
 る。先端的に研究することも⼤事 
 かもしれないが、それを補完する 
 周りのことも多く知り、幅を広げ 
 ておかないと、トップランナーに 
 なれないと思っている。実際に、 
 僕が今研究していることと⼤学院 
 時代に研究していたことは、内容 
 は違うが結びつくことはたくさん 
 ある。余りにも⼀本槍の研究に 
 なってしまっている学⽣には、危 
 機感を覚える。 

 ―今の学⽣はなぜ、研究の幅が狭 
 いのでしょうか。 

    それは僕にも分からないが、⾃ 
 分で考えながら研究を進める学⽣ 
 が少ないからかもしれない。例え 
 ば、僕が⼤学院⽣のときに25mlと 
 いう少量のサンプルで、pH、塩化 
 物イオン濃度、硫酸、ナトリウ 
 ム、カリウム、カルシウム、マグ 
 ネシウム、鉄、アルミニウムの９ 
 項⽬を測るという課題が出た。 
 25ccで9項⽬全てを測定するため 
 には、測定の順番を始めとして、 
 様々なことを考えないといけな 
 い。考えながら進めていくと、分 
 析化学の能⼒や知識もそれに応じ 
 て広がってくる。だから、考えて 
 知識を広げていくことが⼤事だと 
 思う。⾃分で考えることをしない 
 と、フローチャートのような思考 
 になってしまう。「これをして、 
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 次にこれをして…」と進めると、 
 そのフローはできるが、そこから 
 外れるとできなくなってしまう。 
 その幅を、少しでも広げてもらえ 
 るようなことを、特に研究室に 
 ⼊った⼤学院⽣には考えてもらい 
 たい。 

 恵まれた環境 

 ―先⽣から⾒た東⼯⼤の魅⼒や、 
 学⽣の魅⼒を教えていただきたい 
 です。 

    最先端の研究をしている先⽣が 
 多いので、そういう研究に触れる 
 機会が他の⼤学より圧倒的に多い 
 ところが魅⼒だと思う。さらに装 
 置に関しても、⾊々なものがかな 
 りきちんと整備されている。他⼤ 
 学から⾒ても、明らかに恵まれた 
 環境なので、それをフルに活⽤し 
 て勉強することが⼤事だと思う。 
 加えて、先⽣同⼠の付き合いも広 
 いので、別の⼤学に⾏ってそこの 
 先⽣に教えてもらうこともできる 
 と思う。今はコロナ禍だから、難 
 しいが、置かれている環境は研究 
 が⼤好きな学⽣にとっては魅⼒的 
 だと思う。というかそのためにう 
 ちの⼤学に来てるんでしょ(笑)︖ 
  やりたいことを存分にやるため 
 に、⼤学に来てる。そのために⼤ 
 学はいろんなものを⽤意してい 
 る。学⽣さんは⾯倒くさい⼊学試 
 験を突破しているので、能⼒は⾼ 
 い。そこに、⾃分の興味が加われ 
 ば、できることはたくさんある 
 し、してもらいたいこともたくさ 
 んある。 

 ―勉強を通して、⾃分がやりたい 
 ことをはっきりさせるということ 
 でしょうか。 

    そうでしょうね(笑)。でも向き不 
 向きもある。それをまず知るため 
 にも最低限のことを学ぶ必要はあ 
 る。途中で難しいと思うことがあ 
 れば、そのときは先⽣を活⽤して 
 ほしい。 
  学んでいて、難しいと思うこと 
 は僕が学部のときもあった。その 
 際に⼤事なことは、⾃分でわから 
 ないとすぐに決めつけて教えても 
 らうのではなく、事前に何回も考 
 えることだと思う。  
  僕たちは、答えがない世界に今 
 いるんですよ。教科書の問題と 
 違って、⼤学の研究に正解は無 
 い。⾃然界で起こってることで 
 「ほんまかそれ︖︕」ということ 
 は今でも結構出てくる。それは僕 
 らでもわからないかもしれない 
 が、⼀緒に考える機会になること 
 もある。そのときもやはり、⾃分 

 ⾃⾝であと⼀歩のところまで考え 
 て、そこで初めて⼿を差し伸べて 
 もらうことが⼤事だと思う。 

 やりたいことをもう⼀度冷静に考 
 える 

 ―最後に、これから系所属、研究 
 室所属をする学⽣向けに何かメッ 
 セージをいただけませんか。 

    系に所属するまでの1年間は、系 
 に進むための最低限の勉強はしつ 
 つ、「⾃分は何をしたいのか」と 
 いうことをもう⼀度冷静に考える 
 期間だと思う。例えば、理学院に 
 は、数学や物理が好きだという学 
 ⽣は多いが、⾼校と⼤学の数学は 
 全く違うので、それが本当に⾃分 
 のやりたいことなのかをもう⼀度 
 突き詰めて考える必要があると思 
 う。もちろん理学院だけに限ら 
 ず、物質理⼯学院でも、⼊学した 
 時点で材料科学のことをわかって 
 いる⼈は全然いない。そこで、系 
 所属前の1年で、僕はこれに向いて 
 る、向いてないということをちゃ 
 んと考えてもらいたい。 
  さらに系に所属した学⽣が研究 
 室に⼊るときに、どういう研究を 
 ⾃分はしたいのかということを考 
 えてもらいたい。そして、例えば 
 「僕は化学のこれを研究したい」 
 と決まったら、じゃあそのために 
 はどうしたらいいのかを逆に紐解 
 いてもらいたい。そうすれば⾃分 
 が本当に研究したいことを確認で 
 きる。選んだ後に、それが実はや 
 りたいことではなかったというこ 
 とが後からわかるケースもある 
 が、そのときは、深く考えた上で 
 進路を変えるのも選択肢の1つだと 
 思う。  
  研究分野が決まった後、その分 
 野のどこに⽬をつけるかも重要で 
 す。「ここはまだ誰もやっていな 
 い」とか、「ここはこの先に結構 
 広がりがありそうだ」ということ 
 は勉強していくうちにわかると思 
 う。特に⼤学院でそれがわかるよ 
 うになると思う。マスターに⾏っ 
 て2年間研究して、さらに博⼠課程 
 に⾏って研究者になりたいんだっ 
 たら、「これは絶対他の⼈に負け 
 ない」というスキルと能⼒を持っ 
 ていなきゃいけない。それは持っ 
 てもらいたいと思うし、僕は持て 
 ると思っているし、そのための努 
 ⼒はしてもらいたい。 

 マニアな⼤学⽣になってほしい 

    うちの⼤学はマニアの⼤学だと 
 思っている。オタクの⼤学ではな 
 いよ。「〇〇に関してはこの⼈に 
 しかわからない」と⾔われるよう 

 な⼈が東⼯⼤にはたくさんいる。 
 そういう意味で、梁⼭泊みたいで 
 良いと思う。 

 ―オタクとマニアは主にどう違う 
 のですか︖ 

    オタクは無意味な競争が始まっ 
 てしまう。マニアはフラットだか 
 ら「僕は〇〇に関しては無茶苦茶 
 詳しい。でもあなたは△△に関し 
 て詳しい。」と、お互いが⾃分の 
 専⾨分野を教え合うことができ 
 る。だからマニアの⼤学になって 
 ほしい。 

 ―実際海底⽕⼭の意⾒を求める⼈ 
 は全部野上先⽣のところに⾏くと 
 聞いています。 

    ⽇本だけでなく、海外からも来 
 ますよ。海底⽕⼭は本当にマニ 
 アックな話だから、突き詰めてい 
 くと分からない現象は、世の中に 
 いっぱいあるのよ。実際にヨー 
 ロッパの研究者がギブアップし 
 て、僕に助けを求めに来たことも 
 あった。「これどういうこと︖」 
 「ああ、それはね」と⾔って、説 
 明をしていく。バックグラウンド 
 から全部説明する必要があるか 
 ら、⾮常に⻑くなるけど、最後ま 
 で聞いてもらえると「ああ、わ 
 かった」となる。これはマニアだ 
 からできることだと思う。突き詰 
 めていくともうこの⼈しかいない 
 という研究者に学⽣さんにはなっ 
 ていってほしい。みなさん優秀だ 
 から、それはできますよ。  
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